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赤潮情報交換事業

荒牧孝行,武田健二,九万田一已

 1、目的

 九州海域の関係機関相互間において,赤潮

 の発生状況等適切な情報を交換することによ

 って,赤潮による漁業被害の未然防止の一助

 とすることを目的とする。

2.方法

 テレファックスあるいは電話による赤潮情

 報の連絡交換を行う。対象範囲は九州各県関

 係機関と県下5海域(大島海域除く)54漁

 業協同組合のほか、大学,海上保安部,環境

 センターなどである。

3.結果
 (1)研修会の実施

 第1表のとおり。

 (2)赤潮予察情報の発行

 鹿児島湾ならびに八代海の赤潮予察調査

 結果に基づいて,赤潮予察情報を5回発

 行し,各関係漁協,面前村等へ配付した。
 (3〕赤潮発生状況

 第2表のとおり。

第1表:研修会

実施時期

4月

6月

7月

8月

9月

12月

実施場所

上甑村

鹿屋而

東町

笠沙町

漁業研修所

笠沙町

東町

内之浦町

研修対象者

漁協,村職員

漁協,而職員

漁協,町職員

漁協,町職員

県内各地研修生

漁協,町職員

漁協,町職員

漁協

参加人員

17

14

24

15

10

12

11

28

研修内容

 事業説明,赤潮発生状況と漁業
被害状況他

八代海赤潮発生,予察調査結果

58年度赤潮関係計画

有害赤潮生物,赤潮対策

 赤潮発生、漁業被害,対策

 Coch1ochini㎜sp検鏡,同

 定,分布調査結果、赤潮予測検討

 VTR,スライドによる有害赤

 潮生物と被害防止対策

備考
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赤潮予察調査事業

武田健二,荒牧孝行,九万田一已

 鹿児島湾,八代海における赤潮の多発期を
 中心に海洋観測を実施し,赤潮発生時の海洋

 構造を解明することによって,赤潮予察の手

 法の確立を図り.漁業被害の未然防止と軽減

 対策の一助とすることを目的とする。

鹿児島湾
 海象,気象,水質,底質,プランクトンに

 ついて,24点において6回,降雨後33点
 において1回調査を実施した。

調査結果

 1)58年度の赤潮発生件数は5件で,

NoctiIucami1iaris,Gymodinium

 口e1・oni,Cerat㎜fuエ。aの3種による

 ものであった。

 2)採水プランクトンの優占種は5月中旬～

 6月上旬は珪藻類,6月中旬は鞭毛藻類,'6
 月下旬以降7月中旬までは再び珪藻類となった。

 3)Chattone11amarinaの出現は35

 細胞(218点調査)で丸型細胞だけであっ

 た。

 4)6月の気温は平均23℃で過去7年間で

 最低を示した。

 5)日照時間は平年(53～57年)並みで

 あった。

 6)降水量は5角やや多め、6月中,下旬は

 過去7年間の最高を示した。

 7)表層水温は6月下旬に約2℃低目を示し

 たほかは平年並みであった。

 8)表層塩分は6月中旬以降30%以下に低

 下し特に6月下旬には28%に低下した。

 9)D工N(1～3μgrユt/Z),DIP(

 O.15～O.20μg-at/乙)とも低目に推移した。
 1O)Ch1は7月中旬湾奥部河口域で高い

 値がみられた。

 11)底質の性状は.前年と大差ない。
 12)栄養塩の不足によりChattone1Ia
 marinaの紡錘型への形態変化はみられな
 かったと思われた。

八代海
 気象,海象,水質,底質,プランクトンに
 ついて,12定点において6回.1定点にお
 いて5日間連続調査を実施した。
調査結果

 1)赤潮発生件数は2件で.7月のCoch1od

 iniumCatenatu1m赤潮と9月のGonyau
 luxPo1ygna㎜a赤潮で,其に漁業被害は
 なかった。

 2)採水プランクトンの優占種は,珪藻類で

 あったが,8月中・下旬と9月中旬には渦鞭
 毛藻類が16.5～23%を占めて.珪藻類が
 76～83%とやや減少した。

 3)CochlodinilmCatenatmは7月の

 赤潮発生以後の調査では,1～2定点で2～
 16ce11ノ秘を確認しただけであった。

 4)気温は7月平年並み,8～9角やや高目。
 日照時間は7月下旬に過去の最高を示したが
 降水量は平年並みに推移した。
 5)表層水温は8月上旬に全域平均32.6℃
 と異常に高い値がみられたのが特徴的であった
 6)表層塩分は29～31%を推移したが7月の

 赤潮発生時は18%刎氏かんを示し特異的であっね
 7)Ch1-aは7月下旬は八代海西部海域で,8
 月以降は東部海域でやや高い値がみられた。
 8)連続調査では,Coch1odini㎜caten
 atmの出現がみられず所期の目的を達也られな
 かったが,DIN.DIPは昼間高く,夜間蛾わ旭
 9)底質はst11のT-Nとstユ2のCODで

 従来より高い値がみられた。
 1O)59年度からの課題名を「CochIodin
 iu皿Catenatumの出現と海洋構造」に変

 更することとした。



赤潮対策技術開発試験

 魚貝類へい死防止技術開発試験(水産庁委託試験)

九万田一已,武田健二,荒牧孝行

目的

 有害赤潮による魚類のへい死原因,へい死

 機構を究明することによって,赤潮被害の防

 止対策を推進する。

試験事項

 1.赤潮生物による魚類攻撃試験

 2.へい死等究明試験

 1)へい死の外部的状況の把握

 2)へい死の内部的状況の把握

(宮崎大学再委託)

 3)毒性試験(鹿児島大学・香11吠学再委託)

 3.コックロディニゥムに関する試験

試験結果

 (1)Chattone11amaエinaの魚類に対する

 致死濃度㏄11/n1は,ハマチ2000内外,マ

 ダイ4500内外、マアジ5000～6000(推
 定)で,ハマチが最も弱い。
 (2)Coch1odinimcatenat㎜2,500～

 3,0000e11/白1では,ハマチ70～100
 分,マダイ1OO～120分でひん死状態と
 なるが、マアジ,ヒラメは300分でも大き
 な異常はみられなかった。

 (3〕(;marina2000～5,OOOce11/壬n1,ノ、

 マチ安静状態では,異常遊泳30分前後,苦
 悶45分前後,ひん死65分前後となり,ひ
 ん死に至る時間は,異常遊泳がみられ始めた
 時間の約2倍程度とみてよいようである。
 (4)赤潮曝露によりへい死した魚体血液では総
 蛋白質量の低下,陽イオン量の増加.とくに
 Mクの著増がみとめられ,海水中に追跡因子

 として加えたSrが血液申に有意に増加して

 いた点から海水成分が魚体内に侵入している

 ことを確かめた。

 (5)低DO区と赤潮区のへい死点において程度

 の差はあるものの乳酸量の増加が共通的に認

 められたことから,致死の最終原因は,酸素

 の取り込み不足,あるいは不能による窒息で

 あるが.窒息をおこす要因の一つに海水成分

 の体液への流入による浸透圧調節能の低下が

 あると推論した。

 (6)Coch1odinimcatenatmに曝露した

 ハマチの鰯ほ,肉眼的にも光顕観察でも顕著

 な異常はみられなかった。

 (7)C.maエinaに曝露したハマチの鰯では,

 2次鰯井上皮に分布するC.mari口aによっ
 て鰯の粘液が消失し毒を防御できなくなった

 時,Cavfonicanhydnase失活が生じ,呼

 吸機能の低下等の異常に発展してゆくものと

 考えられる。

 (8)Cochcatenatum赤潮の冷却遠沈上清

 は,オヤビッチャに対して強い毒性を示し,

 激しい跳躍と痙撃を起こして十数秒でへい死
 した。

 (9)冷却遠沈後の細胞からの水溶性画分は,マ

 ウスに対して明らかな毒性を示した。投与量

 10皿gsoエi妨1以上でマウスは死亡。腹腔

 内投与直後,歩行困難,脈榑行進,痙撃がみ
 られた。未期症状として麻ひ性貝毒特有の呼

 吸麻びが現われれ

 ⑩マウスに対する毒性は,脂溶性画分にも現

 われた。投与量60m的1以上で,マウス
 の運動停止,速脈が長時間続き,衰弱して死
 亡した。

 ⑩問題点として,赤潮プランクトンの毒性の

 追求,Carfonicaohydraseどべい死と

 の関連性,ハマチ,マダイ以外の養殖魚に対
 するC.marinaの影響などの解明と,C.

 maエinaによる魚類へい死機構どべい死防止

 技術の確立があげられる。



 藻場造成推進事業一I

新村巌,武田健二,九万田一已

宮内昭吾,平原隆,高橋宏

 目的:本県沿岸には磯焼け漁場が広く分

 布しており.昭和46年以来その回復のた

 めに藻場造成試験を実施し多くの知見を得

 てきたが,未だ造成技術が確立していない

 現状にある。本試験は造成技法の問題点を

 再検討しつつ,現場展開技術確立のための

 基礎的実験を実施するものである。

 試験遂行に当り,試験漁場の提供と全面

 的な御協力をいただいた頴娃町並びにかい

 ゑい漁業協同組合に厚く御礼を申し上げる。

方法

 1.試験地:揖宿郡頴娃町水成川、内池

 2.環境調査:アドバルーン法写真撮影に

 よる地形調査,5性メッシュによる水深測

 量,年6回の水質,流況調査,水温の連日

 観測(17時)を実施した。

 3.生物相調査:試験地内の16～24点

 にっき,1m里当りの動植物現存量を年6回

 採集調査した。

 4、食害動物駆除試験:試験地を駆除区と

 非駆除区に2分し,駆除区について5,7

 11月の3回実施し,現存量の変動を検討
 した。

 5.藻場造成試験:ヤツマタモク,ノコギ

 リモクの母藻投入,育成種苗の移植,ワカ

 メ,カジメの種苗投入,育成種苗の移植を
 実施し,それらの生育状況を追跡した。

 結果の要約
 1.環境調査:試験地の内池は薩摩半島南

 岸の東支那海に面し,岩礁原の陥没によっ
 て生じた大型タイドプールである。池の規

 模は南北118m、東西90肌の亜長方形

 で,面積11275m里,大潮低潮時の湛水
 面積は7527皿2である。池の陸(北)側

脚注南薩水産業改良普及所

 に浅く,海(南)側に深くなり,低潮時水

 深は最大2.4肌,平均1.5肌内外である。

 池の東岸に内約5肌と10肌の2か所の堰

 があって外海水と交流するほか,岩礁間隙

 からの流出入,荒天満潮時には外郭岩礁を

 越える波浪の流入が幾か所もみられる。池

 内の・干満差は外海の約1/2で,高潮時水

 面は外海と等しく,低潮時水面は外海より

 高くなり,最低瀞位は鹿児島港潮汐表基準

 面から160㎝である。

 池の表面水温は旬平均値で8月上旬の

 31.2℃(最高32.7℃)から,2月上旬

 の12.O℃(最低10.3℃)の間で変動し

 た。塩分は30～32%,無機態全窒素量

 O.06～O,26ppm.燐酸態燐はO.005～

 O・02pp㎜であった。また,近くに流入す

 る河川(水成川)の影響で,梅雨期の濁水

 が満ち潮により池内へ流入することが認め

 られた。池内の潮流は緩慢で,反時計廻り

 で2～13㎝/…edで流れる傾向を示した。

 底質は池周辺が岩礁,転石および巨礫で

 囲まれ,池底は転石～大磯が散在し,南西
 域にサンゴ礁が発達するほかは小磯以下の

 砂泥質が地面積の約64%を占めている。

2.生物相調査

 1)植物相:6回の調査で出現した種類

 は緑藻類6,褐藻類13,紅藻類30,合
 計49種であった。4～6月はマメタワラ

 ヤツマタモクが最大現存量5269ん2,8
 ～11月はマクリ,ハナヤナギが3289/

 m2,1～3月にはタマリシオグサが1250

 8/㎡と優占して出現した。

 2)動物相:6回の調査で出現した底棲

 動物の種類はカイメン類2,ウミトサカ類



 1,ヒザラガイ類1,腹足類22,斧足類

 11,頭足類1,甲殻類5、ウニ類5,ナ

 マコ類2、合計50種であった。魚類につ

 いては未調査であるが,ハゼ類,メジナ,

 ブダイ類,カワハギ類,ハコフグ等が認め

 られている。底棲動物のうち優占種はウニ
 類とクロナマコである。ウニ類は岩礁域に

 多く砂泥質に少ないため,O～4929/缶呂

 6回の全平均で1219ん2であった。ウニ
 類ではナガウニが優占し.重量比87%を

 占め,ガンガゼ7%、ムラサキウニ5%、

 バフンウニ,ラッパウニの順であった。ク

 ロナマコは砂泥域に多く最大16749/霊2

 であった。

 3食害動物駆除試験:内池を東西に2分

 し,東側3.4加を駆除区とし,西側4.1加

 を対象(非駆除)区とした。駆除は潜水夫

 2～3名で,10x1Omの区画毎に全て

 の底棲動物を採集することとし,5,7,

 11月の3回実施した。1回の駆除に1～

 2日間を要した。採取量は表1に示した。
 駆除区は砂泥域が多いためウニ類も比較

 的少なく,クロナマコが多かった。駆除に

 よるウニ類の棲息密度は,第1回の5月の

 駆除量に対し,69日後の7月には13%

 に減少したが,さらに108日後の11月に

 は増加し、5月の駆除量の48%にとどま

 った。

4藻場造成試験
I)ヤツマタモク

 A.母藻投入法:着生基質として軽量コ

 ンクリートブロック(20x40x15㎝)

 ユ,OOO個を1～2/m2の密度で駆除区600

 ㎡.非駆除区200㎡.外海200皿2に投入

 し,山川町産母藻約200切をトラック輸送
 後,直ちに1束500～1OO09,平均6759
 としてユ00m2当り35束を投入結着した。
 6月28日、ブロック表面に1～10帆平

 均4.4㎜の発芽体が,1OO場当り最大396
 個体認められた。7月I3日,葉体は6～1I

 ㎜,平均8.9㎜に成長したが,7月下旬以
 降には基部の5㎜を残して葉先が刈り取ら
 れる現像が認められ,生長停滞と密度の減
 少がみられた。当時,ブロック上に小型ハ
 ゼ(種名不詳)が言胃集していたことから.

 これらによる食害と想像される。11月9日
 にはO～43個体/1OO前となり,集長も2
 ～8㎜にとどまり,2月16日に55,52,
 40㎜の3個体を観察した以後は消失した。

 母藻1切を中心に半径5肌内における発
 芽体は約2か月後で約10万個体であること
 が判った。また,7月25日の調査でブロッ
 ク上100劫当りの着生密度と平均集長は,
 駆除区で14,3個体,4.7伽,非駆除区で
 2.3個体,3.1㎜,外海でO.4個体,4.5欄
 で,駆除区の生残率が高かっれ
 B.種苗移植法:着生基質として特製の
 袋網を使用した。袋網は特製の円錐台コン
 クリートブロックを包める筒網で,クレモ

 ナ1号36本,目合10㎝のものであ乱こ
 れの400袋に山川町産ヤツマタモクから幼

 胚を採集し6月13日に採苗後,本試2.5ト
 ン水槽で育苗した。7月13日,葉長平均2
 伽,着生密度13個体/網糸1㎝で内池へ
 仮沖出しして垂下養殖した。その後,豪雨
 による濁水が池内に滞留し,浮泥の付着に
 よる芽減りがみられたが,7月26日にブロ
 ックヘ結着投入した。11月9日,ブロック1
 個当り2～5伽の葉体が3個体と極めて少
 なく母藻投入法の葉体同様消失した。
 2)ノコギリモク:ヤツマタモク同様に

 8月23日.阿久根而牛ノ浜から母藻を移植
 投入したが,発芽体が確認できず消失した。
 3)カジメ:袋網を使用し10月28日に

 フリi配偶体採苗,12月5日に喜入町へ
 仮沖出し後,1月24日内池へ投入したが
 育苗時の発芽不良と,2～3月のアメフラ
 シによる食害で全減した。

 表1.底棲動物の駆除状況〔単位:9)

.月日

5-17

7-25

11-10

 ウニ類

14885

1976

7164

 クロ切

4768

37813

8493

姦鴇
6730

333

9201

合計

26383

40122

24858



 もずく養殖調査一V皿

育苗漁場開発調査

新村巌,小松光男,実島亘丁夫,柳原重臣

 目的:前年に引続き,奄美群島水産業振
 興調査事業の一環として,モスク養殖にお

 ける育苗漁場条件に関して調査した。

 古法:試験地は住用村,瀬戸内町,徳之
 島町,知名町のうち1O漁場を選定した。

 試験は1O,12,2月の3回に分けてズボ式

 採苗後,養殖網を各漁場へ5枚重ねで展開

 しその後の生育状況を追跡した。育苗水深

 は名瀬港基準面から一30～1OO例とした。

 結果の要約:3回の試験により,一汗出し

 育苗開始後平均葉長が1榊,および10伽

 に達するまでの漁場別養殖日数は表1のと
 おりである。

 ○第1回:10月14～19日に採苗を開始した

 が,本年の漁場水温は各地とも28～29℃と平

 年より2～3℃高めを示し,瀬膏内地区では11
 月に再採苗をしたが,その後の育苗成績も

 全般的に悪るかった。しかし,芽付きは薄

 いものの,和瀬,蘇州,金見,山の4漁場

 ではIO㎜に達するのに33～52日で,前年度

 試験同期の34刈1日比し生長は速かった。

 ○第2回:12月15～20日に採苗を開始し
 1月上旬に沖出しした。7漁場で発芽生長

 したが,3漁場は盤状体のままで生育不良

 であった。1月中～下旬に各地で芽の流

 失現象が起り,その後の生育は不良となっ

 た。

 ○第3回:2月1～6日に採苗開始,2月中

 旬に展開した。瀬戸内地区では全般的に良

 好な生育を示したが,他漁場では悪かった。

 以上の結果から,本年は海況不順の状況で

 あったため,全般的に生育不良を示し,特に

 南向きの漁場である節子,屋子母では幼芽の

 立上りがなかった。一方,伊須,白浜は育苗
 漁場として適地であることが認められむ

 表1.採苗期別沖出し日から平均集長が1,IO㎜に達するまでの養殖日数

       採苗期■       非1O月中旬12月中旬2月上旬
       漁場榊1IO11O110

       住用村和瀬39日52日39日68日25日一日
       瀬戸内町節子i一一一一一

       〃伊須一i26一～～
       〃やどり浜一一2035一一

       〃蘇刈213324453050

       〃白浜一一2844PP

       徳之島町金見20343559i一
       〃山2645345030一

       知名町屋腎1一一一一一一
       〃一2i一一■一一

 ※一は1棚に達せず消失
脚注奄美水産業改良普及所



 ハマチ漁場点検調査

水産課

生物部

 目的:県内の主要ハマチ養殖漁場の水質,
 底質の現況把握を実施し,魚類養殖指導指

 針およびプルー計画等の対策資料を得る。

方法
1)調査場所

2)調査期間

 ①鹿児島湾海域

 ②奄美海域

 ③その他海域

計

 ①58年6月

 ②〃11月

 ③59年1月

 16ケ所

5〃

11〃

32〃

3)調査項目水質:無機態窒素,無機態燐

 全焼(鹿児島湾海域の

み),COD

 底質:COD

 潮流:24時間の平均流速

4)調査方法

 (1)水質漁場の中央付近に自動採水器を設

 置し,水深5肌から2時間おきに12

 回採水した。

 (2)底質同上点の底質を採泥した。

 (3)潮流同止点に1O分間隔で作動、記録

 する流向,流速計を水深5伽に設置し
 た。

結果

1.)水質
(1)COD

 24時間の平均値で1pPm以下の漁
 場が12ケ所あった。その内鹿児島湾
 内が7ケ所/(16ケ所)であった。

(2)無機態窒素,燐

 24時間の平均値で無機態窒素O.1

 ppm以下の漁場が28ケ所,O,1ppm

 以上が4ケ所で、これは鹿児島湾内の漁

 場であった。無機態燐O.O1pPm以下
 の漁場が25ケ所,O,O1pPm・以上が

 7ケ所でこれも鹿児島湾内の漁場であっ

 た。

 (3)全焼(鹿児島湾内の漁場)

 24時間の平均値でO.03pPm以上

 の漁場が5ケ所みられた;

2)底質

 調査漁場32ケ所のうち採泥不能の漁場

 が1ケ所あった。COD20η/D.9以

 上が2ケ所,10～20η/D.9が8ケ

 所,他の21ケ所は1Oη/D一ク以下で
 あった。

3)潮流速

 24時間の平均値を小潮時に換算すると

 3例/s以上が6ケ所,2～3㎝/sが2

 ケ所,2㎝/s以下が22ケ所でその内1

 ㎝/s以下の漁場が1Oケ所あった。

要約

 1)県内の重要ハマチ漁場32ケ所について

 55年から水質,底質,潮流速の調査を実
 施している。

 2)水質は県魚類養殖指導指針のC類型に属

 する漁場はみられなかった。

 3)底質はC類型に属するのが1ケ所であっ

 た。

 4)潮流速はC類型に属する漁場が22ケ所

 もあった。

 5)以上のことから県内のハマチ養殖漁場の

 環境条件としては海水の交換に問題のある
 漁場が多いようである。



急病総合対策事業

 1)昭和58年度海面養殖魚類の急病診断調査

塩満捷夫,和田和彦

目的

 前年度に引き続き,海面養殖魚類の急病発
 生状況の把握と病害の軽減のための対策.指

 導の手掛りとするために,急病診断調査を実
 施した。

方法

 診断魚として持ち込まれたもの,現地調査

 依頼について,以下の手順で診断した。

1)問診(一般的養殖管理状況,異常発生時

 期とその状況,現地対処法その他)

 2)外観症状の観察

3)剖検

4)寄生虫,細菌検索(常法)

結果

 本県の海面魚類養殖経営体数は,昭和59

 年3月現在で544である。その主体である

 養殖ブリ(ハマチ)の診断調査結果は表一2

 のとおりである。また,タイ類その他魚種の

 診断件数は表一1のとおりである。即ち,養

 殖プリ関係では総診断件数で142件、25

 ～26種に及ぶ複雑な疾病の発生となったが

 診断件数でほ昨年度より57件減少した。

 本年度の養殖ブリ(ハマチ)の特徴

 1)モジャコ期:昭和53年型稚魚期ビブリ

 オ病の発生は5月27日(昨年より1日遅)

 の診断魚で認め,類結節症は6月25日(昨

 年より7日遅)のもので認めた。特に,腹水
 症と云われる疾病は5月16日の診断魚が最

 初で,以後5月27日.6月6日,25日に
 も本症が見られた。6月の診断魚では本症と

 ビブリオ病の混合感染状態となっていた。ま

 た.6月下旬から7月下旬においては,ビブ

 リオ病と類結節症,類結節症と連鎖球菌症の

 合併症群の発生が見られた。類結節症は7月

 下旬になっても終息せず,一部の漁場では8

 月11日,9月13日の診断魚で発症が認め

 られた。連鎖球菌症感染魚は.7月12日の

 類結節症との合併症魚として見られ,この時

 の魚体重は90～1509であった。

 2)1(当本)～2年魚:1(当本)年魚の

 後期(9～12月)のものでは,特に1O月に

 なり連鎖球菌症の単独発症、餌料性障害と連
 鎖球菌症の合併症群が増加した。このことは

 9月から1O月にかけての急激な飯事情の悪

 化とも関連があるものと思われ,一部の漁場

 では黄疽症群の出現があり,連鎖球菌症の併

 発と重なり症状が終息するまで,かなりの時

 期を要した。また,ノカルディア症は昭和59

 年1月12日の鹿児島湾内の2年魚〔3～35

 切/尾)で見られ,全て結節型を呈してい

 た。また,本年度の連鎖球菌症単独発生率は

 36.O%、合併症を呈した発生率では39.1

 %で,何らかの型で連鎖球菌症が認められた

 発生率は75.1%となった。

 他魚種(クルマエビ除外)の診断件数では

 タイ類(18件),トラフグ(16件).ヒ

 ラメ(1O件),メジナ(2件)で統計188

 件であった。

昭和58年度

 表一1タイ類他魚種別魚病診断件数

   'イヨ}ラフグヒ,メタル十王ピ'ゾナ討

   月珊・'5`τ89101ユI,50・1,33件'件'件∫件件'!ノ'ジJ'3'''』'''ノ''''''』∫㌍3!ユ3{'』`4}'㌍稻3『}
   甘'岳'`'o生ユ占'



表一2.  昭和58年度養殖ブリ(ハマチ)の月・疾病別魚病発生状況
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急病総合対策事業

 2)養殖ブリ類結節症ワクチン安全性試験

塩満捷夫,和田和彦

昌的
 水産庁委託により,動物用生物製剤協会で

 試作された養殖ブリ類結節症浸漬ワクチン2

 種について,養殖ブリ稚魚に対する安全性試

 験を行い,ワクチンの開発研究を推進するこ

 とを目的に実施した。

 ◎小規模安全性試験

 材料及び方法

 1)試験期間:昭和58年9月19日～29日

 2)供試ワクチン:動物用生物製剤協会A,

Bワクチン

 3)試験区及び試験開始時供試平均魚体重:

 ワクチンAでは海水稀釈,ワクチンBでは

 淡水稀釈を行い,各ワクチンの試験区は4

 区(対照区1)で計8試験区を設定した。

 ワクチンAで平均魚体重は118～148ク

 で,ワクチンBでは11O～1549であっね

 4)浸漬ワクチン液調整,浸漬時間:試試ワ

 クチンA,B原液を指定どおりの方法で海

 水,淡水稀釈を行い1OZとして,ワクチ
 ンAでは1Og,108,107CFUノ物Z,ワ
 クチンBでは108,107,106CFU/伽必
 の菌液を調整した。浸漬時間は両ワクチン

表小規模安全性試験結果

 液とも5分間とした。

 5)浸漬:各試験区毎にIO尾の総魚体重を

 測定した後,直ちに5分間の浸漬を行った。

 浸漬液には02を分散器で供給した。浸漬

 時の水温は海水稀釈液で26.5℃,淡水稀

 釈液で26.2℃であった。

 6)飼育条件,観察期間:浸漬を終了した供

 試魚群は400～450Z水量の500Zパン

 ラィト水槽に収容した。観察期間は1O日

 間とし,その間無給餌とし,流水量は毎分

 4.O～5-7Zで飼育水中には通気を行った。

 結果及ぴ考察

 結果は表に示したとおりで,観察期間申各

 試験区とも死亡魚は認めなかった。即ち、ワ

 グネーションに際しては浸漬申に02補給を

 行うことで,それぞれの稀釈浸漬液5分間処

 理申の02不足等に依る異常発生は認めず,

 また,菌濃度差に依る異常も認めなかった。尚

 観察期間申の遊泳行動,体色の変化において

 も試験区,対照区で差は認めなかった。以上

 の様なことから,海水・淡水稀釈,菌濃度10

 穿、108,107,106CFひ物5分間麟
 処理では異常はなく,安全性は高い様に推察された。

        ワクチン試験区稀釈水菌濃度浸賛噺詞尾数死亡数期間
        1(対照)CFUノ物Z5分1O尾○尾IO日

        A2海水1Og〃〃〃〃
        3108〃〃〃〃
        4107〃〃〃〃

        B1〔対照)CFUノ物Z〃〃〃〃

        B2淡水108〃〃〃〃
        3107〃〃〃〃

        4106〃〃〃〃

 水温:25.8～27.O℃,溶存酸素量:5.16～6.30η/Z.PH:8.23～8,53
 比重:1.0213～218



急病総合対策事業

 3)天然やせブリ歩留り向上試験

塩満捷夫,和田和彦

目的

 昨年度に引続き,甑島列島の沿岸で漁獲さ

 れる産卵後のやせプリ養成飼育に際して,や

 せブリ群が罹病し易い,連鎖球菌症・ビブリ

 オ病の予防・治療対策を的確に行い,生残率
 を向上させることを目的に実施した。

方法

 ○試験地:鹿児島県上甑村平良

 。試験筏:7x7x6.5肌,化繊網主賛6台

 ○放養尾数:333～350尾

 ○試験期間:昭和58年5月～12月

 ○急病診断法:異常魚は現地にて米蔵,本試

 に搬入し剖検の後、常法に依り細菌検索を

 実施。

結果

 甑島列島の各地で漁渡された天然やせプリ

 は,本年度ほ5月10日～6月8日に試験生費

 への放養が終了した。本年度の各小割生費の

 放養尾数は333～350尾/台と,昨年度に比

 較して若千(4～9%)高密度で飼育される結

 果となった。養成開始の初期(5月～6月)の投

 餌は冷凍サバ,マイワシを使用し6日/週の連

 日没餌を行い,7月以降は隔日毎の投餌を行

 った。早期(5月10日,14日、20日)に放養が

 終了した“1,2,3の小割生費(特にNα3)

 で5月下旬(水温:20.O～21.5℃)に入り,

 死点の増加が見られるようになり急病診断(

 5月20日)の結果,連鎖球菌症であることが

 判明した。このように,本年度の連鎖球菌症

 の発症は昨年度に比べて約1ケ月半早く現わ

 れた。次に,6月中旬(水温:22～23・O℃)

 の死亡魚の増加の際(6月17日)の急病診断

 でも,連鎖球菌症を確認した一養成期間申に

 おける連鎖球菌症対策としては,エンボン酸

 スピラマイシン製剤のO,89〃〆日投与を5月

 26日から7日間,6月22日から8日間,

 7月24日から4日間,8月17日から7日間の

 計4回実施した。また,連鎖球菌症対策とし

 ての餌止め,絶食療法は9月19日～27日の11

 日間の1回行なった。次に,ビブリオ病対策

 として塩酸才キシテトラサイクリン製剤のO.59

 パ繧/1ヨ投与を6月13日から4日間,7月19日

 から4日間の計2回実施した。本年度の場合

 死亡魚の最大の増大期は6月下旬で.以後7

 月下旬,8月中旬,9月中～下旬,1O月下旬

 に山が見られた。ビブリオ病の発症は僅かで

 その殆んどは連鎖球菌症に依るものであろう

 と推察された。結局5月～12月の養成期間

 中のビブリオ病・連鎖球菌症対策の実施回数

 は治療薬投与6回,餌止め1回で,最終的な

 生残率は69.4%となった。

 表昭和58年度天然やせブリ養成結果(5～12月)

小割生費

放養終了月日

放養数

総死亡数

生残数

生残率

Nα1

5・14

350尾

95

255

72.9%

5・20

350

107

243

69.4

5・10

350

120

230

65.4

6・08

341

108

233

66.6

5・26

348

122

226'

64.9

6・08

333

82

249

75.2

計

(2,070)

一(634)

〔1,436)

(69.4)



重要貝類毒化対策事業

九万田一已,武田健二,荒牧孝行
竹下克一(漁業部),野島通忠(漁業部)

 1.重要貝類の毒化モニタリング調査
1)目的

 近年ホタテガイ等の貝類が季節的に毒化

 する現象がみられるので.モニタリング調

 査によって貝類毒化の分析と原因プランク

 トンの出現状況を把握し,今後の基礎資料

 を得る。

 2)調査水域ならびに調査回数

 下表に示すとおり,甑島浦内湾及び鹿児

 島湾古江地先について年8回実施した。

3)調査対象貝

 甑島浦内湾ではヒオウギガイ及びムラサ

 キインコ,古江地先ではヒオウギガイ及び

 ムラサキイガイを調査対象員とした。

 4)調査項目及び調査方法

 (ユ)水質環境調査

 水温,塩分についてヒオウギガイ養殖

 場の表層水と,養殖貝垂下水深4～13-5

 mの2層について調査した。

 (2)プランクトン調査

 水質環境調査と同様に,表層水と養殖

 貝垂下水深の2層について,海水1Zを

 採水し,酢酸ホルマリン5%を加えて固

 定後,沈澱法によって5例Zまで濃縮し

 て,その1伽zを検鏡した。

(3)貝毒調査

 ヒオウギガイは中腸腺を,ムラサキイ

 ガイ,ムラサキインコは可食部を各々麻

 ひ性貝毒と下痢性貝毒について調査した

 なお,この検査は財団法人日本食品油

 脂検査協会へ委託して実施した。

5)調査結果

 検査の結果麻ひ性貝毒・下痢性貝毒は

 32検体すべてNDであった。

 2.原因プランクトン広域分布調査

1)目的

 貝類毒化原因プランクトンの分布につい

 て不明な点が多く,その解明が大きな問題

 となっている。そこでこの調査を実施し,

 貝類毒化の予知手法開発の基礎資料を得る

 2)調査海域ならびに調査時期

 漁海況定線の一部で鹿児島湾口沖合から

 屋久島南沖合までの5定点について,58

 年4月,8月,11月,59年3月の計4
 回実施した。

 3)調査項目及び調査方法

 (1)気象…天候、賄,風力,気圧,気猛

 (2)海象…水温,塩分,流向,流速

 (3)プランクトン…水深10,30物層か

 ら各々1zを採水し,酢酸ホルマリン
 5mZを加え,沈澱法により5物Zま

 で濃縮し,その1肌zを検鏡した。

4)調査結果

 検鏡の結民具毒原因プランクトンとされる

DirloPhysisfortii・lProtogonyau1-
 aXCatenella出現は全く確認阿きなかった。

月別,調査地別,調査回数

海域種類月

甑島

鹿児島湾

ヒオウギガイ

ムラサキィンコ

ピオウギガイ

ムラサキイガイ

合計

4

1
1
1
1
4

1
1
1

7
1

10 11

1
1

12

1

1・

1
1
1

2・

1
1

1

3・

1
1
4

計

32



川内原子力発電所温排水影響調査

事前調査

九万田一已,新村巌

武田健二,荒牧孝行

目的

 川内原子力発電所から排出される温排水が周辺

 海域に与える影響等を適確には握する。

調査体制

 水産商工部内に海域モニタリング技術委員会

 .を設置し,調査計画の検討及び調査結果の分析・

 評価を行う。

(計画検討)

 海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

技
術
委
員
会

海域調査

(水産試験場)

(鹿大水産学部委託)

陸上調査

(漁放課)

 ①水
 ②流
 ③水
 ④底

温
泥

質

質

 ⑤海生生物
 ⑥重要生物

 ⑦漁獲量

(項目) (分析)

水
産
試
験
場

 (評価・検討)

 海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

技
術
委
員
会

 ※鹿児島大学水産学部委託

 テーマ1温排水が海流ならびに卵稚仔,プランクトンに与える影響に関する研究

代表者茶円正明助教授

 調査スケジュール

56年歴 57年度58年度 59年度60年度61年度 66年度

1468101224681012246810122468101224681012246810 101224

7月7月3月3月

1号機試運転予定2号機試運転予定
運転予定運転予定

備晶整備1
ウ→・

 i←_坐二→
(57.4ん59.7)

影響調査
十

 (59,8～6τ3)



昭和57年度 温排水彩轡事前調査案施一覧表

    調査項目調査の細目実施年月日担当
    1)水平分布第1次

    1.水温2)鉛直分布58年一8月9日～lO日
    第2次

    3)一般気象・海象59年3月14日
    第1次

    1)25時間調査58年8月4～6日本試    第2次

    2.流況59年3月1～4日.漁業部
    第1次

    2)工5日間調査58年8月10～26日
    第2次
    59年3月4～12日

    PH,COD,DO,油分,S(%o)第1次
    3.水質COD,透明度,N助一N,N02_N58年5月9日

    N03÷N,T-N,P04-1P,T-P第2次
    Ch1-a,残留塩素,58年8月8日
    COD

    4.底質強熱減量    粒度分布58年8月8日本試
    全硫化物

    1)底生生物58年8月8日生物部

    2)海藻類58年5月9日～lO日

    3)潮間帯生物58年5月10日～11日
    第1次

    5.海生生物4)卵'稚仔58年5月9日    第2次
    58年8月8日

    第1次

    5)プランクトン58年5月9日    第2次
    58年8月8日

    6.主要魚類シフス(イワシ類)周年漁業部
    τ漁業実態バッチ網,吾智網周年漁放課

調査地点図

調査結果  「別皿」 昭和58年度温排水調査結果  (要約〕鹿児島県

 昭和59年5月のとおり



甑島海域総合開発基礎調査

(生物部会)

新村巌,武田健二,荒牧孝行

 甑島海域の漁業,養殖業の生産性を拡充強

 化するための合理的方策を検討し,総含的に
 当該海域の今後における漁業・養殖業生産の

 理想的な在り方を見出して.増産に資するた

 めに必要な海域総合開発事業計画を策定する

 ための基礎調査である。

 各種調査のうち,生物部ではアオナマコの

生態調査,藻場造成試験,海藻礁設置試験,

 アマクサキリソサイ実証試験,かん水湖環境

 改善試験を担当したので概要を報告する。

 1)アオナマコの生態調査

 なまこ池のア才ナマコ棲息量は,58年11
 月現在で約2.2トンと推計された。

 平均個体重は59年3月で67・24とlj型であるが

 この原因は天然餌料が少ないことも一因と思

 われる。漁獲量は例年9～10トンとされてい

 るが,58年度は約4トンであった。今後,産

 卵期の把握,種苗生産(人工採苗,天然採苗)
 放流の可能性について調べる予定である。

 2)藻場造成試験・

 なまこ池を母藻供給基地として活用する目
 的で調査・試験をした結果,マメタワラが優

 占し次いでコアマ毛,イバラノリなど8種類

 がみられた。動物ではベニコチ目ウガイ,ク

 モヒトデがみられたが貝類など倭小化が著し

 い。一方,ワカメの垂下養殖試験の結果は,
 生育極めて悪く葉体は白化していた。なまこ

 池の生物相は,種数少なく,特定種の優占が

 みられ、一般外海域とはかなり異なっている

 が,マメタワラの活用は,今後.検討すべき
 である。

3)海藻礁設置試験

 59年度5月に開始するための予備調査を

 実施した結果,試験地として里村ジンナギレ
 地先を選定した。設置予定地は水深I8～20

 肌のなだらかな傾斜地で,底質は砂質に巨礫
 が混在している。海藻礁筏としては,ホンダ

 ワラ類養殖網10枚を浮流し式で養殖できる

 よう設計した。

 4)アマクサキリソサイ実証試験

 里村ジンナギレ地区の水深16～17肌を試

 験地とした。1楳約209のアマクサキリソ
 サイから枝条を切り分けて全長4～6㎝,湿

 重量3～88の分枝種苗を塩ビハイプ・輪ゴ

 ム結着法でのり養殖用浮伸子50本に400

 株を固定した。試験地の海底から1～1.5m

 止に設置しておいた筏には,3月20日分枝=

 種苗結着の伸子棒を展開した。塩ビハイプ結

 着法は省力的で,展開作業による種苗の脱落
 は極めて少なかった。

 5)かん水湖環境改善試験

 58年8.1O,12月および59年3月,

 なまこ池の鉛直構造を解明するための環境調

 査を実施した結果,水温は夏,表層で高く,

 底層で低くその差はI5～16℃である。(最

 深部20肌)秋に向けて水温差は少なくなり冬

 は上下殆んど同じたなる。塩分は夏,表層で
 20%以下,底層で30%位で,約10%の
 差がみられ,秋～冬にはその差は少なくなる
 が3月でもなお3～4%の差がある。底層付

 近の水は,低酸素あるいは無酸素化,無機態

 窒素,燐の高濃度,硫化水素の検出などがみ

 られていて水質の悪化が著しい。一方,15

 m以浅では無機態窒素O.lpPm以下,無機態
 燐O,O1pp血以下の低レベルにある。

 底質は黒色軟泥,COD50～88m/D'9,

 全硫化物1.O～1.5η/D・9を示してい孔

 なお,周年にわたる調査を実施したうえで,
 環境改善あるいは湖面利用の可否などについ

 て検討する予定である。



 福ノ江海域に流入する栄養塩の河川負荷

 と北薩衛生処理場排水負荷の見積り調査

武田健二

 昭和50.54,55,56,57年の過去5回

 標記調査を実施し,同海域に流入する窒素の

 15～20%,燐の30～40%が処理場排水か

 らのものでさると報告した。58年度も同様

 な調査を行なったのでその要約を報告する。

調査方法

 1)調査月日:昭和58年9月7日～9月9日

 2)調査点:前回までと同じ。

 福ノ江海域に流入する7河川と米ノ津海

 域に流入する2河川の計9河川について潮

 汐の影響のないと思われる最下流点と処理

 場排水口とした。

 3)調査回数:同一点について,、約12時間
 おきに4回採水した。

 4)調査項目:気温,水温,全窒素(アンモ

 ニア態,亜硝酸態,硝酸態,有機態)無機

 態燐、川中,水深,流速
 5)調査の分担

現場調査:北薩衛生処理組合

水質分析:県公害防止協会

 考察及び報告書作成:県水産試験場

 結果の要約

 1)昭和50,54,55,56,57年に続きこ

 の調査を実施した。

 2)河川流量は調査日以前の天候に影響され

 年変動が大きいが58年は福ノ江海域流入河

 川の総水量は約520,OOO〃/日で,高尾野

 川の175,OOOm'/日が最も多かった。米ノ

 津海域には約580,OOO〃/日が流入してお

 り米ノ津川が大半を占めている。

 3)河川の水質は旭川の無機態窒素6.03ppm

 無機態燐O,593ppmが最も高かった。

 4)衛生処理場排水の水質は無機態窒素

 228.1ppm,有機態窒素1Z7ppm,無機態
 燐1τ25ppmであり,無機態窒素は50年

 以降最高,有機態窒素は55年以降最高を示

 した。(過去は3-4～4.3ppm)
 5)福ノ江海域に流入する7河川からの無機

 態窒素負荷量は約1,640切/日,無機態燐

 は約64切/日であった。

 6)衛生処理場排水の負荷量は無機態窒素約

 ・4.1O切/日,無機態燐約31切/日であった。

 7)有機態窒素は,河川ではO,2～1.Oppm
 と河川による差は大きくなかった。衛生処理

 場からの負荷は約32切/目で57年の6.6

 切/日の約5倍を示した。

 8)無機態窒素の成分組成から,水質の低濃

 度安定の河川が米ノ津川,高尾野川,高濃度

 安定の河川が小次郎川,蛇湖川,浦田川,野

 剛1.比較的変動の大きい河川が高柳川,旭

 川,天神川であり,その原因は汚染源の遠近

 にあると推察した。

 9)福ノ江海域に流入する栄養塩のうち衛生

 処理場の占める比率は,本年度は無機態窒素
 が約20%、無機態燐が約33%を占めてい

 た。



 住用村内海カキ養殖場の水質・潮流調査

武田健二

日的

 昭和55年9月に同養殖場の環境調査を実

 施し,O～1肌層までは河川水の影響を受け

 易いが,それ以深は比較的安定した水質であ

 る旨報告した。内海の立地条件が強閉鎖的で

 あることから,年間で最も環境の悪化すると

 思われる梅雨期の調査を住用村の依頼により

 実施した。

調査方法

(1)調査月日

(2)調査点

(3)調査項目

昭和58年6月30日落潮時

昭年58年7月1日涯潮時

 5点を設けた。〔図略)

 水質:水温,塩分,pH,溶

 存酸素,懸濁物,アンモニア

亜硝酸,硝酸,燐酸(無機態)
COD

 底質:COD

潮流:流向,流速

 結果の要約
 I)梅雨期における内海の漁場環境調査を実
 施した。

 2)水質はO～2.5肌までは河川水の影響を

 強く受け殆んど淡水化している。

 3)無機態窒素は表層でO.1ppm,無機態燐

 はO.O1pp皿以下で55年9月と大差ないが
 底層では底泥からの溶出と思われる高濃度の
 値がみられた。

 4)溶存酸素は6肌以深は無酸素である。

 5)底質は55年9月より汚染が若干進行し
 ている。

 6)潮流は表層で早く,2伽層でおそい。特

 に澁潮時2m層では停滞する所カ多い。方向

 は概ね時計回りである。

 7)今回の調査の前約1ケ月で降雨のなかっ

 た日は数日に過ぎず(現地談)殆んど連日降

 雨があり、内海にほ流入する河川があり,し

 かも湾の出入口は浅く狭いため測11水の影響

 を強く受けている。

 8)カキの好適塩分は18～28%といわれ

 ている。今回の調査ではその塩分範囲は3m

 以深である。

 9)水産環境水質基準によると“海域で正常
 な水産動植物の生育条件として溶存酸素6

 ppmが限度である''とあることから,この条
 件を満たす範囲はO～2肌である。

 10)従って,梅雨期における内海でのカキ棲

 息のための環境は全域不適ということになる。

 11)55年9月の正常な環境下においては、

 約50万個が養殖可能であると報告したが,

 梅雨期には,降雨量にもよるが殆んど養殖不

 可能といえよう・現在の状態ではへい死がひ

 ん発すると思われる。

 12)その対策の一つとして,貝の移転が考え

 られる。8月には全域が水温30℃を超える
 こと(大島支庁資料、前回報告)と,梅雨期

 の河川水の影響が少くなるまでに相当の日時

 を要すると思われることから.6～8月は貝
 を他の漁場に一時移転することが考えられる。

 しかし乍ら,適当な漁場が容易にないと思
 われ,それは困難なことである。

 13)抜本的な対策としては前回の報告でもふ

 れたが,内海の海水流入口の拡張,掘削をし
 て海水の交換を良くすることであろう。しか

 し投資効果とそれに伴う経済効果とを充分検

 討すべきであろう。



 喜入町バカガイ増殖基礎試験

武田健二

環境調査

 目的)喜入町沿岸地先海域の環境(水・底質)
 を調査し,漁場条件を検討する。

(1)調査日昭和58年8月18日

 (2)調査点列図のとおり19点

(3)調査層水質:表層,底質:海底

 (4)調査項目水質:水温,塩分、COD,

 無機三態窒素,燐酸態燐,ク

ロロフィル

 底質:COD.硫化物,粒度組成

 (5)調査方法水質:表層水をバケツで汲み

 取り,水温,塩分を測定,他
 は持ち帰り分析に供した。

 底質:熊田式採泥器で採泥し

 持ち帰り分析に供した。

(6)調査結果

 ①水質

 水温は2τ2～29.4℃で貝広川河口域

 が高目を示した。塩分は貝広川,田貫川河

 口が低目であり,特に田貫川河口は22%

 と低かった。CODは1ppm前後であっ沈。

 沖合約1㎞付近で1pPm以上を示していた。

 窒素,燐の栄養塩類は田貫川河口で高く,

 申でも窒素は非常に高く,河川の影響が強
 く出ている。クロロフィルも各河川の河口

 域が他よりやや高目を示してい乱

 ②底質

 CODは全域5η/乾9以下と低い。そ

 の申で田貫川河口前面にやや高い所が存在

 している。硫化物は全域O.O1η/乾9以

 下であった。粒度組成範囲はO.125～O.5棚
 で中央粒径値はO.2～O.4㎜である。

 粒径の分布をみると,岸寄りが細かく,沖
 合が若干粗い傾向にある。申でも生見沖の

 St13付近はO.18伽と細汎・砂泥質であっね

(7)考察

 水質はこの地先海域に流入する小河川のそ

 れぞれの河口で河川水の影響と思われる値が

 みられているが,その影響は河口付近のごく

 一部に限られている。バカガイの至適水温は

 22～28℃,至適塩分は24.8～32.6%

 といわれており〔相良,58・8・24指宿講演

 より)この海域はこの時期にはこの条件を満

 たしていると思われる。

 底質は全域正常である。底質の系賊はバカ

 ガィについては粒径O.149～O.84伽が80%

 を占める砂泥質が適する(相良,同上)とい

 われている。この海域ではそれより若千,粒

 径は大きい。至適条件に比較的近いのがSt

 13付近である。

 現在の所,貝類と環境の関係は不明の点が

 多いが,今回の調査結果からは好適であると

 思われる。

日石基地

八勧11.

貝広川

生見

 日ヨ負

図調査点



 栽培漁業センター一



 マダイ種苗生産供給事業一w

 藤田征作・高野瀬和治・中村章彦

 松原申・西原拓夫

 鹿児島湾における放流事業用および一般養

 殖用の種苗として,全長平均26.8～41.2

 棚のマダイを212万尾生産した。今回の生

 産では,(1〕クロレラの添加効果再試験,(2)魚

 肉ミンチの代替えとして配合飼料単独給餌比

 較試験(2社),の2点を中心にして生産を

 行った。

 親魚と採卵
 100トン円形水槽2面に雌雄150尾(

 平均1.3切)を4月21日に搬入した。この

 前歴は人工種苗で4'5才無であった。餌料

 は産卵期にはサバ肉,南極オキアミL型,そ

 れ以外の時期は配合飼料を給餌した。産卵期
 は3月24日〔16.8℃)～5月27日(2

 1.5℃)までで,その盛期は4月中旬から5

 月上旬であった。総産卵数は15519万粒

 で浮上卵率90%であった。このうち,11

 72万粒を飼育に供し,ふ化率は平均83%

 であった。

飼育
 IOOトン円形水槽〔屋内,径τ2x2.5

 腕)6面を用いた。第1群は4月27・28日

 に,第2群は5月7・8日に,第3群は5月

 18・19日に飼育を開始した。クロレラ添加区

 は第3群(Nα4'8)の2槽で,他は全く添加し

 なかった。配合区は前年度と同様にN社のマ
 ダイ用初期飼料を用いたが第1群No8迦1槽

 はO社の試作品を試験した。通気はストーン7

 個で,当初O.5eから5e/分ン個まで増量した。

 注水量はO.3倍/日から1O倍/日とした。注排

 水方式は前年度と同じで,クロレラ添加は日

 余Oから12までとした。餌料系列は日余3

 から29まで生ワムシ・日余18から27ま

 で冷凍ワムシ,日余14から32までアルテ

 ミア幼生,日余19から取揚げまで配合飼料

 ,魚肉ミンチは取揚げ1週間前から給餌しれ

結果

 今年度の最大の成果は各水槽別の生残率が

 向上し,安定したことであった。これは年毎

 の飼育技術の改良とともに,配合飼料を主力

 にしたためで・従来の魚肉ミンチのみの飼育

 では達成できなかっむ.特にN皿7区は過去2

 回目の5千尾/切の生産となり,55年度当時

 の目標が2千尾/〃であったことからすると

 大巾に増大できた。クロレラの添加について

 は陸上水槽で全長30mぼて飼育する方式で

 はその効果は認められないと結論づけた。配
 合飼料2社の比較試験では従来のN社製に対

 して,O社製は遜色なく,むしろ粒子の均一

 性では優れていた。

                 回水槽開始終了仔魚数取場数全長蛾〃当り生フム“為フム“アルテ配合魚肉大潟PHNH4
                 ミア一

                 次脆月日月日千一尾干尾1欄率%尾数億個億個億個切切℃PPb

                 第44月27日6月14日1,44026628.2182,6602531521.3π2]3019,17.907                  22.98.18                 一196

                 群8媚28目6月13日1.51027627.2I82.7602572エ21.5156I0219.37.8814                  22.28.I8

                 第35月7日7月4目1,3009030.4283.58032815134.63u37318.4τ819
                 こ26841.223.78.19触1
                 群75月8目6月21日1,72050026.8295,OOO36812634.716511219.47.84]2

                 23.68.18350

                 第25月18日6月29日1,9003552τ4193.550闘52026.315612819.68.828
                 一一】23.88.29486
                 群6銅19日6月29目1,5403602τ82宮3.600537別28.O15412820.78.0920                  23.78.29492

                 計4月27日7月4日914102.l1529.3223.5252.278353166.41,114973



 イシダイの種苗生産供給事業一w

 高野瀬和治・藤田征作・中村章彦

 松原申・西原拓夫

 昭和55年度から実施している放流技術開

 発事業の放流用種苗として,平均全長30腕m

 ,1O万尾の生産を目標に種苗生塵を行った。

 親魚と採卵

 58年4月20日に4才無・体重1～1.5

 切,lOO尾(雌50尾,雄50尾〕を購入

 して,屋外100トン円型水槽に収容した。

 餌料はサバ,南極オキアミを給餌した。産卵

 期間は5月6日から6月15日までで総採卵

 数は21,357万粒・雌1尾あたり427万

 粒であった。飼育にはこのうちの300万粒
 を供した。

飼育
 100トン円型水槽(屋内)8槽を用いて

 4回の生産を行った。1回次飼育は5月28

 日から7月18日まで1槽を用いて・収容卵

 数300万粒で開始した。クロレラ添加は日

 余O～21に行い,添加濃度は1OO万細胞

 /飼育水〃を基準とした。通気は7個で行い

 ,日余O～4は2e/分/個,日余5～27

 はO,5e/分/個,日余28以降は2e/分

 /個とした。換水は日余5まで止水,日余6

 以降流水とした。餌料はワムシを日余2～3

 1,アルテミアを日余17～40,魚肉を日

 余27～50に給餌した。2回次飼育は熊本
 県栽培漁業センターから卵を輸送して300

 万粒/槽を収容・計3槽で飼育を行った。通

 気はO.5e/分/個x5個,同量x9個,同

 量x13個の3区分とした。飼育水へのクロ

 レラ添加は行わなかった。餌料はワムシを日

 余2㌻29,アルテミアを日余17～29,

 配合飼料を日余20～37,魚肉を日余24

 ～37に給餌した。3回次飼育は同じく熊本

 県栽培漁業センターから卵の輸送を行い,2

 90万尾/槽を収容,計3槽で飼育を行った

 。通気は2回次飼育と同一区分とした。飼育

 水へのクロレラ添加は各区とも1OO万細胞

 /飼育水捌4を基準とした。ワムシは日余14
 まで給餌した。4回次飼育は愛媛県水産試験

 場から卵50万粒,ふ化仔魚300万尾を輸

 送して1槽に収容し,飼育を行った。飼育水

 へのクロレラ添加早.50万細胞/飼育水m4を
 基準とした。通気は日余4まで2e/分/個

 ,日余6～24はO.5e/分/個で行った。

 換水は日余3まで止水,以降は流水とした。

 餌料はワムシを日余2～24,アルテミアを

 日余17～24に給餌した。

結果

 1回次飼育は日余51で取り上げ,生産尾

 数2.64万尾,平均全長2τ4醐,生残率O.

 9%であった。疾病として日余25頃に鞭毛

 虫,バクテリア塊が観察されホルマリンによ

 る薬浴を実施しだ。鞭毛虫に対しての効果は
 現れたが,バクテリア塊についての効果は明

 らかでない。2回次飼育は日余7で生残率が

 8～29%と著しく低く,試験を申上して1

 槽にまとめて継続飼育した。初期減耗の大き

 な要因としてはクロヒラの無添加があげられ
 た。生産尾数は2.O1万尾,日余38,平均

 全長28.2捌祠であった。3回次飼育は日余1

 1に鞭毛虫が着生し,ホルマリンによる薬浴

 を実施した。鞭毛虫は駆除されたが衰弱が著

 しく日余14には全滅した。4回次飼育は日

 余16にバクテリアによる疾病が発生して大

 量へい死が起り,飼育は申上した。

 今後の問題点としては飼育条件の再検討,

 疾病とその対策が特に挙げられる。



 トラフグ種苗生産供給事業一w

 中村章彦・藤田征作・高野瀬和治

 松原申・西原拓夫

 県内の養殖用種苗としてトラフグの種苗生

 産を行い・全長平均26.8～54.2榊の種苗

 を594千尾生産し,このうち62干尾を放
 流した。

 親魚と採卵
 採卵は4月4・5日の両日長島町芳屋地先

 で小型旋網漁船で漁獲された親魚を用いて行

 ない,水揚場で搾出採卵し湿導法により直ち

 に媒精した。受精卵は十分洗卵しポリ袋に1

 枚当り30～50万粒を収容し酸素封入後活

 魚槽に浮かべてトラック輸送した。雌12尾

 (1.5～lO侮)から696万粒の受精卵を

 得,ふ化までは500eパンライト水槽6面

 1切を収容し流水(生海水)・強潔気下で育

 卵した。ふ化は8日目の4月12日から始ま

 り,491万尾のふ化仔魚のうち360万尾

 を飼育に供した。ふ化率は70.5%であった。

飼育方法

 100トン円型水槽(.屋内)3面を用い各

 水槽に120万尾づつふ化仔魚を収容しれ

 注水は当初O.3倍/日(ろ過海水)とし1倍

 /日から生海水でシャワー注水を行った。

 通気はエアストーン7個で当初1e/分/

 個とし4e/分/個まで増量した。クロレラ

 添加は水槽Nα5とNα1Oに50万細胞/腕4,

 1OO万細胞/n4を基準として行ったが日余

 8で都合により中止した。稚魚は従来どおり

 分槽は行わず出荷まで同一槽で飼育した。

 餌料系列は日余3～28まで生ワムシ,日

 余20～32まで冷凍ワムシ,日余20～3

 6までアルテミア,日余23～56まで配合

 飼料,日余32～46までマダイ・イシダイ

 のふ化仔魚,日余26～出荷まで魚肉を給餌
 した。

結果

 生産尾数は水槽N⑪5が日余82で102干

 尾,平均全長54.2醐,Nα9が日余65で,

 239干尾,平均全長30.7腕,No1Oが日

 余64で253千尾,平均全長28.5腕届,計

 594干尾となり1槽平均198干尾の生産

 であった。生残率は各々8.5%,19.9%,

 21.9%,平均16.5%となり取揚げのサイ

 ズが大きいことを考慮すると良い値となった。

 しかしながら今年度も例年同様魚肉給餌開始

 後日余30頃から大量へい死があった。この

 へい死点は小型のやせた個体で大型魚に追わ

 れる形で水槽壁や底面のストレーナの回りに

 群れて摂餌せず次第にへい死していった。ま

 た日余59には口吻部が白くなって衰弱した

 大型個体が見え始めたため日余59～62ま

 で薬浴(エルバージェ20pp皿,30分間
 止水)と併せてO・T・Cの経口投与を日余

 59の午後から日余63まで行ったところ次

 第にへい死も衰弱魚も減少した。病魚の口吻

 部からは滑走細菌が検出された。

 今後の課題として単位生産量の増加を図る

 ためには魚肉給餌期の小型群のへい死を少な

 くする必要がありそれには生き餌の給餌期に

 魚体の大小差を少なくする飼育方法の検討や

 配合飼料を積極的に使用し常に飼育水中に餌

 がある状態を保つことによって咬み合いを少

 なくしまた魚肉による水質悪化の改善を図る

 ことが考えられる。配合飼料は今年度も魚肉

 と併用したが摂餌は例年になく活発で消化管

 内に配合飼料が充満しているのが確認された

 ため今後質的に魚肉の代替になるかの検討と

 最適な給餌開始時期と給餌方法の検討が必要

 であると思われる。



 ヒラメの種苗生産供給事業一皿

 高野瀬和治・藤田征作・中村章彦

 松原中・成尾隼夫・西原拓夫

 前年度と同じ60〃水槽を用いて,養殖用
 及び放流用種苗の種苗生産を行い,平均全長

 36.1～36.2棚のヒラメを161,340尾

 生産した。

 親魚と採卵
 親魚は例年どおり東市来町,江口漁協の水

 揚げ魚から選別して,センターへ持ち帰り直

 ちに搾出採卵を行った。受精方法は精子海水

 作成後,その中に1～2尾の卵を搾り入れる

 手順をとっむ用いた親魚は1帷雄合計36尾

 で1OO万粒の浮上卵を得た。また今年度は

 産卵親魚群の来遊が3週間程度遅延したため

 大分県栽培漁業センターからも浮上卵を70

 万粒陸上輸送して飼育に供した。

飼育

 前期(仔稚魚〕飼育:飼育水槽は60林水

 槽(屋内,4xτ5x2冊)2槽を用いた。

 1群は,大分県栽培漁業センターの養成親魚

 が2月18～20日に自然産卵した卵で,2

 2日に輸送,収容して4月4日まで飼育を行

 った。通気は1～3e/分x4個で行った。

 注水は日余6まで止水,以降O.2～3倍/日

 の量とした。クロレラ添加は日余1～30に

 行いおよそ1OO万細胞/飼育水売4を基準と

 した・飼育水は日余1～35にスチーム〔チ

 タンパイプ直径19棚)で自動調温により1

 8℃台を維持した。餌料系列は,ワムシを日

 余2～36,アルテミアを日余18～4I,

 養成ブライン(生,冷凍)を日余33～41

 ,魚肉を日余37～41に給餌した。分養は

 日余41に行っれ2群は・3月7～9日の

 3日間に渡って採卵し1槽に収容した。飼育
 期間は8月7日から4月20日までであった。

 飼育方法は1群に準じたが・日余26に約半

 数の浮遊仔魚14万尾を60〃水槽とほぼ同

 サイズの生費(3.5x5.9x2㎜)に収容し

 て,水槽直接飼育との歩留りの比較を試みた。

 後期飼育:60〃水槽に3x3-lxO.7～
 1,4㎜の生費を1～2面/槽,張り込み,稚

 魚を1.5～2.5万尾/生費の密度で収容した。

 1群の飼育は4月4～18日で生費4面を用

 いて行った。餌料はマダイ卵及び魚肉(栄養

 剤は外割3%)を給餌した。2群の飼育は4

 月20日～5月5日で生費9面を用いて行っ

 た。餌料は前述の他配合飼料を給餌した。

結果

 前期飼育は,1群はふ化率98%・69万

 尾,分養時歩留りはlO%・6.9万尾であっ

 た。2群は,ふ化率44%・44万尾,分養

 時歩留りは34.1%・15万尾であった。2

 群における日余26～分養時の水槽直接飼育

 と網主賛飼育の歩留りは,前者がおよそ50

 %,後者が53.6%と大差はなかった。なお

 1群は,自然産卵群にもかかわらず日余5以

 降の減耗が大きく,日余11には30%の生

 残率を示した。減耗要因としては卵の輸送等

 が考えられた。後期飼育は,1群は,6.9万

 尾収容して4.9万尾・歩留り71%'2群は

 15万尾収容して11,2万尾・歩留り75%

 を示した。今年度は魚肉に完全に餌付くまで

 加温飼育を行い,その後分養を行ったため後

 期飼育の歩留りは従来と比較して非常に高か
 った。白化率は,1群は44・1%,2群は4

 4.8%といずれも高く問題を残した。

 生産された種苗は養殖用として12.7万尾

 放流用として3.4万尾を県内各地へ配布した。



 クルマエビ及びクマェビの種苗生産
 供給事業一W

 中村章彦・松原申・藤田征作

 高野瀬和治・西原拓夫

 県内における放流用としてクルマエビ及ぴ

 クマエビの種苗生産を行った。クルマエビは

 第1回生産で402万尾,第2回生産で39

 8万尾,第3回生産で524万尾,計121

 1万尾・クマエビは6万尾を生産した。

 今年度は昨年大量へい死をもたらした中腸

 腺壊死症の発生はなく生産は比較的順調であ

 った。

 親エピと産卵,ふ化

 現エビは第1回生産は6月10,11日に

 鹿児島県出水市,第2回生産は6月23日に

 出水面,第3回生産は8月4日に大分県別府

 市で調達し,活魚糟でトラック輸送した。親

 エビは飼育槽に24～46尾宛収容し自然産

 卵させた。この他7月25,26日に出水市

 で親エビを調達したが産卵がほとんどなく飼

 育はしなかった。使用した親エビは219尾

 で産卵数は4508万粒,ノープリウス数は

 4179万尾であった。クマエビは6月9日

 と6月22日に同様の方法で搬入し飼育槽に

 83尾と40尾収容しれ総産卵数は175

 万粒であった。

飼育
 飼育水槽は11Oトン水槽(屋外)延12

 面,60トン水槽(屋内)1面,クマエビは

 60トン水槽2面を使用した。各槽の水深は

 当初1㎜で開始し親エビ取揚げ後・第1回生

 産ではゾエア日余4までに第2回と第3回生

 産ではミシス日余2までに毎日水位を上げ満
 水とした。通気は例年どおり水槽中央の2列

 の塩ビハイプ(径13腕π・1榊穴)で弥漫気

 を行った。第1回生産の幼生数が多い水槽は

 ノープリウス日余2とゾエア日余1で350

 万尾に間引調整した。栄養塩の添加はノープ

 リウス日余2～ゾエア日余2から開始し珪藻

 を飼育期間申維持するため出荷前日まで毎日

 行った。

 餌料系列は第1回生産時は生ワムシ(ゾエ

 ア日余4～ポスト日余15),アルテミア(

 ミシス日余3～ポスト日余9),配合飼料(

 ゾエア日余4～出荷),第2回生産は生ワム

 シ(ゾエア日余4～ポスト日余14),冷凍

 ワムシ(ポスト日余3～6),アルテミア(

 ミシス日余1～ポスト日余8),配合飼料(

 ゾエア日余4～出荷),第3回生産は生ワム

 シ(ゾエア日余4～ポスト日余16),冷凍

 ワムシ(ミシス日余2～ポスト日余3),ア

 ルテミア(ゾエア日余4～ポスト日余10)

 配合飼料(ゾエア日余4～出荷),クマエビ

 は生ワムシ(ゾエア日余4～ポスト日余8)

 冷凍ワムシ(ポスト日余2～5),アルテミ

 ア(ミシス日余3～ポスト日余7),配合飼

 料(ゾエア日余4～出荷)であった。

結果

 今年度は中腸腺壊死症の発生を防ぐことに
 留意し親エビは主に地元の出水面地先のもの
 を使用したが量的に確保が困難で調達に日数
 を周した。7月下旬には抱卵した個体が少な
 くまた産卵もほとんど見られず終期も早いと
 推測された。飼育は順調であったが6月11
 日分の3槽全槽でゾエア日余5に体がU一字型
 に湾曲する原因不明の大量へい死があり飼育
 を中止した。生産できた水槽の単位生産量は
 τ7～21.6干尾1〃(15.6～21棚),
 平均15.O千尾/〃と水槽間のバラツキはあ
 るものの良好な結果となった。
 クマエビは6月9日分がポスト日余6で大

 量へい死したため飼育を中止した。生産は6
 月22日分の6万尾,生残率20%と親エビ
 の確保と同時に飼育面でも問題を残した。



 アカウニ種苗生産供給事業一1v

 藤田征作・松原申・中村章彦

 高野瀬和治・西原拓夫

 外海域におけるパイロット放流用種苗とし
 て,殻長平均9.2～13.6舳の稚ウニを26

 9干側生産した。この内200干個はパイロ

 ット用として,阿久根市黒之浜地先と長島町

 大渡地先に放流し,残りは養殖用と'般放流

 用とした。

 親ウニと採卵

 10月下旬に阿久根市から72個の親ウニ

 を搬入し,アオサを給餌して養成した。11

 月7日に口器切出しによる常法で採卵し,媒

 精した後,710万粒の受精卵を500e水

 槽に止水・弱通気で収容した。翌朝,浮上し
 た幼生をサイフォンで集め,この内600万

 個を飼育に供した。

飼育
 浮遊期……1水槽6面にふ化幼生を各10

 0万個収容し,通気は中心にストーンを1個

 垂下して1e/分とした。排水は11Oμネ

 ットのストレーナーを介して排出した後,卜

 一セル2連(30と5μ)を通しだる過海水

 で注水した。換水量は当初1日隔考量:から毎
 日となり後半は宅となった。餌料は1トン水
 槽3面で培養したChaetooerosgras11isを
 毎朝換水後給餌した。日余14に8腕後

 期幼生330万個を環流水槽へ収容した。.

 着生期・・・…4トン環流水槽〔4x1.4

 xO.7腕)1O面(内2面は屋外で別系

 列揚海水)に45x33`mの波板を各4

 80枚,計4800枚を約1ケ月前から

 流水として附着珪藻をあらかじめ着生さ

 せていた。ここへ各槽30～35万個収

 容し,2日間止水として着生変態させた。

 換水は生海水を2倍/日で開始し,取揚

 げ時には30倍/日となった。この量はPH
 8.1以上を維持するように増量した。餌料は

 Navi㎝1a,Nit醐h1aで日余62(1月9

 日)からアオサを給餌開始し,日余107〔

 2月23日)からワカメを給餌した。

結果

 ここ数年来,1槽平均生産数は3万個台で

 ,55年度(初年度)の5万個台には達しな
 かった。この原因としては,11照度調整の不

 備による附着珪藻の種と量,(2)着生数過多に

 よる,着生後に脱落,(3)アオサ不足による小

 型群の脱落,(4)波板を縦に使っていることに

 よる着生数の不安定,などが考えられた。次

 年度は(1j自然照度区,(2)波板横区,(3)底スノ

 コ区などを比較試験を行い,より安定した生

産方式

 を確立

 したい。

水槽

“

収容数

万個

100

100

-00

100

100

100

600

取場数

万個

70

90

80

70

80

90

480

生残率

70

90

B0

70

80

90

80

給餌貞
103m

当

初

7

か

ら

60

ま

で

 餌料X
 1o'〃

 最ま
 大で
411
か

ら

最
小
1鶴

          榊燃取場数,殻径、峠付重量麟アオサワカメ配合

          M干個千個㎜8%畑佃切

          1島5033.910.8O.4I9750.8Oτ7一

          南2a5041.110.7O.4411.756.622.4一
          3昌5035.111.2O.621O.O36.82的一          側

          43204.6一一1.49.ミ…32.2■

          532024.711.OO.54τ748.702.8一          =I

          6宮7020.912.4O.565.643.592.3■

          732019.913.6O"36.246月08.2・          側

          832014.613.4O.604.64τ788.1一

          屋9目OO31.I目.2O.23一0.423場55.O1.65

          外lO30042£115帖21425呂O宮7.o一

          計3.300269.8112O.498.2969.6969.6一.65



 トコブシの種苗生産供給事業一皿

 山口昭宣・山中邦洋・藤田正夫

 神野芳久・松元則男・西原拓夫

 昭和57年度に採苗した稚貝を今年度まで

 申聞育成し,外海水域パイロット放流種苗と

 して大型(殻長25榊以上)種苗60万個と

 一般放流種苗2干個を生産供給した。特に今

 年度は水温制御と短日処理による母貝仕立と

 ,高水温期の産誘法に海水氷と暗処理出来る

 低温室での反覆温度刺戟を併用することによ

 ってより早期に高確率の採卵を可能にした。

方法

 1.親貝:種子島より2回(4月14日10

 0切,7月14日140切)購入した1雌26

 90個,雄2200個の中より適宜選出採卵

 に供した。

 2、採卵水槽113トン槽(30面),12

 トン糖(20面)

 3.採卵・育苗:産卵誘発は紫外線照射海水

 を日照と海水氷によって反覆温度刺戟後,2

 0℃に空調した暗室に移して採卵し,洗卵後

 は前年度同様各飼育槽に水浴させたポリ袋申

 に収容ふ化させ,採苗基質を投入後剥離する

 まで同一槽で'環飼育した。そして,殻長5

 棚前後に成長したものから配合給餌に切り替

 えるためパラアミノ安息香酸エチル(50ppm)
 の麻酔剤で剥離,サイズ別に選別後105径

 の練絹生費(1.2x1.3xO.5㎜)に2,500

 個あて収容飼育した。

結果
 採卵・ふ化:昭和57年8月24日～1O

 月10日(水温28.4～25.O℃)の期間中

 23回産卵誘発を試み,この中22回反応,

 卵粒で2億9千万粒を採卵した。特に今年度

 は前述の母貝仕立と産卵誘発の改善をはかっ

 たため・これまでのトコブシ採卵期9～11

 月を8～lO月に1か月繰り上げ,しかも例

 年10月以降に60%以上採卵していたもの

 が,9月中旬までに52.5%の採卵を可能に

 した。これらの卵は各育苗槽に準備されたポ

 リ袋に50万粒あて収容,ふ化後4日目に波

 板を垂下回槽で採苗,そのまま育苗が続けら

 れ,成長の早いものは12月より剥離を開始

 し,3月末までに86万個の稚貝を計数した。

 この剥離された殻長8鰍前後の稚貝の卵から

 の歩留りはO.29%,ふ化幼生からの歩留り
 はO.49%であった。剥離後の稚貝は1,500

 ～2,500個あて小割網主賛に再収容,配合

 飼料で中間育成し,所定のサイズに達したも

 のから表2のとおり4～11月にかけて,7

 か所に総数で602,OOO個を出荷した。な

 お,この他に24,400個の稚貝を次年度に

 繰り越したため今年度の総生産数は626,4

 00個となった。今年度の剥離稚貝から出荷

 サイズまでの歩留りは72.8%と高い歩留り

 かえられた。特に高水温期の配合の給餌率と

 残飯の回収について,前年度にえられた水温

 と発育段階別給餌量に関する知見をもとに調

 整管理したことと,早期採卵によって剥離選

 別の早期化がすすんで,高水温期の稚貝のサ

 イズが比較的大きくなったことが好結果をも

 たらした。

 出荷:生産された種苗は表2のとおり・各

 関係地先に配布放流された。

表2配布状況

月日
58.4.5

6.9

7.12

τ27

8,26

9.13

11.21

配布先

屋久町

陸多町

志布志町

酉之表市

中種子町
西之表市

南種子町

個数
2-000

100.OOO

1OO.000

100.000

100,000

100.000

100,000

602.OOO

備考
@17

外海水域
 パイロット放流



 クロアワビの種苗生産供給事業一皿

 山中邦洋・山口昭宣・藤田正夫

 神野芳久・西原拓夫

 外海水域パイロット放流箏業に必要な種苗

 (殻長20舳26万個)とr般放流(1O醐

 10万個)を供給するための生産事業である。

方法

 1.親貝:9月1日に274個甑島里村漁協

 より購入,1O月16日に108個大分県佐

 伯市より購入,前年度繰り越し貝309個,

 合計691個の申から選別採卵に供したのは

 ♀317個,♂171個であった。

 2.採苗水槽,13t(9面)117㎡,6

 0t(4面)144〃,7t(1O面)70

 m9,1Ot(1O面)70〃,4t(4面)

 32材,3t(6面)18㎡,9t(4面)

 36化合計487〃(47面)を使用した。

 3..採卵,育苗:1O月20日～12月24

 日の期間申25回採卵〔干出,日照,加温,

 紫外線照射海水併用刺載)を行った。育苗管
 理は3月上旬～6月下旬までは手剥離,`部

 はパラアミノ安息香酸エチル50ppmで剥
 離しサイズ別に網主餐口x1xO.6材)

 に2,500個あて収容し配合飼料で飼育した。

結果
 採卵:25回採卵を試み,親員の使用は♀で

 延1168個(317個),♂で延279個

 (I71個)使用,1個の貝を♀で平均4回

 ♂で1.5回の誘発使用し総卵数1億8千万粒

 採卵申,フ化および付着稚貝まで持っていた

 のは1億1千万粒,この原因は早期採卵(1

 ○月上旬～リ月上旬)を目標とし親貝をい

 じめたのも一つの原因と考えられる。特に♀

 ♂の同調性がないのと♂の放精量が少なく受

 精率が平均に低かった。

 育苗:浮遊期～付着期の減耗が早期採卵(1

 ○月中)のものは生産にむすびつかなかった。

 lOt,13tタンクでの2～3刷腕サイズで

 波板より大量に脱落へい死する現象がみられ

 た。

 各タンクの生産状況113t(初期から飼育

 ),950～4000個(1面あたり5～8

 mサイズ),途中持ち込み(60tで2～3

 欄サイズまで育苗)は5000～25000

 個(1面)持ち込みが良かった,〆あたり6

 86個。7tは2900～8800個/面で

 材あたり1123個。1Otは2400～8

 800個/面,材あたり672個。9t,3t

 は2～3物サイズの減耗,生産にむすび
 ついたのは2.5tの1面で5900個だけ

 であった。今年度の全タンクの剥離教は22

 万個で,7棚以下は再度付着硅藻の着生した

 波板で飼育,8欄以上は小割イケスで250

 0個/㎡で収容し日本農産の配合飼料を全重

 量のO.8～1.5%の比率で投餌し飼育,摂餌

 状況箸で増減した。タンクの掃除は1週間ユ

 回の割合で全排水し底掃除を行った,夏場(
 6～1O上旬)は早朝か雨天の日に行った。

 中間育成申のへい死状況,6～8月の期問中

 に20%,9～lO月に4%,ll～12月

 で1%程度のへい死であった。

 サイズ別配合切り換えによる歩留,生長:7

 月中旬各サイズ別にセット,8榊(3月下旬

 )46.2%,1O榊で76.3%,11欄で8

 5.1%の歩留,生長は8.1O舳で3月下旬で

 34欄,11腕は29,6鰍であった。

 出荷:昭和57年度は福岡県漁業公社より6

 万個を購入併取しパイロット用に枕崎市,長

 島町に26万個出荷(20棚)



 トコブシの種苗生産供給事業一W

 山口昭宣・山中邦洋・藤田正夫

 神野芳久・松元則男・西原拓夫

 昭和59年度に実施される外海水域パイロ

 ット放流事業むけの大型種苗(殻長25榊)

 30万個と,一般放流種苗(殻長20例〕2
 0万個を供給するための生産事業で,58年

 度に採苗したものを次年度まで中間育成後配
 付することになるので,ここでは昭和58年
 度申の採苗状況を申聞報告する。

 方法と結果
 1.親貝:種子島より4月23日,7月2工

 日に購入した雌3,045個,雄1,500個の

 貝の申から適宜選出採卵に供した。そして,

 この母貝の一部は早期採卵と昼間採卵をより

 確実にするために,前年度同様産誘に供する

 14日程前より母貝の飼育水温(28℃→2

 4℃)を下げ,さらに明暗周期を(O～12

 時明:13～24時時)に調整飼育した。

 2.育苗水槽:13トン(29面),12ト

 ン(20面〕

 3.採卵,育苗:8月22日～1O月11日

 (水温28,7～25.6℃)の期間申18/20

 回,日照と海水氷による反覆温度刺戟後,暗
 処理された20℃の低温室に移槽することに

 よって2億8千8百万粒の採卵が,より早期

 に,しかも昼間に容易に実現出来るようにな

 った。また,採苗は全て珪藻付けした波板を

 稚貝に数日着生させたものを用いることによ

 って着実に採苗出来た。ふ化後2か月後から

 剥離を続け3月までに72万個を栗石を敷込

 んだ二重底水槽で継続育苗申である。

 クロアワビの種苗生産供給事業一w
 山中邦洋・山口昭宣・藤田正夫

 神野芳久・西原拓夫

 外海水域パイロット放流事業の種苗(殻長

 20鮒以上,20万個)と一般放流種苗

 (10剛を供給するための生産事業である,昭

 和58年10月28日～12月14日の期間

 申に採卵,フ化,育苗の概況を報告する。

 方法と結果
 1.親貝:9月5日に甑島より325個〔4

 0切)購入,前年度繰り越し貝176個,合

 計501個の中から採卵に供したのは,♀2

 40個,♂1OO個であった。

 2.採苗水槽:13t(2面)26㎡,60

 t(3面)72㎡7t(1O面)70㎡,l

 Ot(1O面)70㎡,3t〔3面)27〃,

 4tキャンバス(4面)32mヨ,1Otキャ

 ンバス(5面)48肌合計345㎡(37

 面)に波板7400枚(60x45cmを24

 00枚,45x45㎝を5000枚)にポリ

 エチレン袋を切断したのをlOOO枚使用し

 た。

 3.採卵,育苗:1O月28日～12月14

 日の期間申にエ2回採卵(日照,加温,紫外

 照射海水の併用)し32600百万粒の採卵

 を行った。この内10月28日～11月11

 日期間申の5回分の採卵は,浮遊期と1榊内

 外でのへい死でやりかえた(全体の85%)

 フ化後の飼育管理は,付着直前の幼生の収容,

 呼水口形成期まで飼育移槽と,従来方式等で

 行った。3月末現在で5～8m掘稚貝50万個

 計数し83,000個は剥離配合で飼育申。



 ヒオウギの種苗生産供給事業一1V

 藤田正夫・山中邦洋・山口昭宣

 神野芳久・松元貝、U男・西原拓夫

 前年度同様,ふ化から付着前までの初期幼

 生を60トン水槽1面で飼育し,その後Iト

 ンパンライト水槽20面に分槽して飼育した。

 水槽で平均殻長が1伽に成長した時点で沖出

 した結果,殻長15～20榊の稚貝5295

 00個を生産し,県内の関係業者に配布した。

 方法と結果

1.親貝

4月26日,坊津町産(雌88個,雄42

 個),5月13日,垂水産〔雌!03個,雄

 102個)の親貝,合計雌191個,雄14

 4個を購入し8～26日間クロレラ,キート

 セラス及びワムシを投餌し養成した後,採卵

 に供した。

 2.採卵・ふ化

 採卵は5月20日に前年同様の方法で誘発

 させ,総卵粒数4.2億粒を得て,うち2,O億

 粒を60トン水槽に収容ふ化させた。

3.育苗

 (1〕ふ化～付着前幼生飼育(日余O～1O日)

 この間の飼育は前年同様,上蓋を遮光し

 た60トン水槽を用い・飼育水は精密濾過

 海水を日余1日目から分糟前日まで,ぽぽ

 毎日2～35トンを換水した。

 餌料はキートセラスSP・クロレラ,キ

 ートセラスグラシリス及びモノグリシスを

 2200～19,200Ce11B/m4混合投

 与した。

 付着前(日余10日〕までの60トン水

 槽における歩留は収容卵数の15.4%にあ

 たる31百万個の幼生を得た。

 (2)後期稚貝飼育(日余10～54日)

 この間の飼育は1トン水槽20面に上記

 幼生を収容(平均1,573干個)し,クロ

 レラ,キートセラスグラシリス及びモノグ

 リシスの3種を混合投与しむコレクター

 にはゲイオシートを使用し,日余12,13

 日に計25枚を1水槽当り投入した。

 (3)海面での中間育成

 7月8日～7月13日までに前年同様の

 方法で新城沖に沖田し,中間育成を行った。

 沖田時点の稚貝数は平均殻長1欄で41
 4万個,約1.5月後の篭替時点では60万

 個であり,沖田から出荷までの歩留は12.

 8%であった。

 4.問題慮及び今後の対策

 今年度は1トン水槽の収容密度が高く(対

 前年比1.8倍),餌料培養,投餌に苦労し沖

 田稚貝も若干,小さめであった。このためか

 沖田稚貝数に比較し,篭替時点で60万個(

 歩留14.5%)と非常に少なかった。

 今後は幼生の収容密度を適切にし,できる
 だけ大型の沖田稚貝を生産するとともに,沖

 田袋等の構造や管理を含めて十分検討を行う

 ことが必要と考えられる。

              採卵60トン水槽飼育1トン水槽沖田し配布
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 特産高級魚種苗生産試験(イシガキダイ)一皿

 藤田征作・高野瀬和治・中村章彦

 松原申・西原拓夫

 前年度に始めて,稚魚を生産したが,今年

 度は途中で大量へい死があり,金長60舳で
 700尾の生産に終った。

 親魚と採卵

 工OOトン円形水槽に4～7才無63尾〔

 1.8～2.5切)を収容し年間飼育した。餌料

 は産卵期にはサバ,オキアミ,それ以外の時

 期はタイ用ペレットを給餌した。注水量は4

 倍/日とし,沈下卵の比率が高いために,夜

 間2倍/日としたが,後日,親魚が疾病によ
 り大量へい死した。産卵は5月25日(水温

 21,6℃)から始まり6月13日(22.O℃)ま

 でに計8回あった。その数は6万～28万粒

 となったが浮上卵率が8.3～571%と悪く

 6月13日の22万粒(浮上卵率85%)を

 飼育に供した。

飼.育

 50トン角形水槽(6.6x3.2x2,5㎜)

 1面を用いた。通気はストーン4個で1e～

 5e/分/個に増量した。換水は日余8から

 O.5倍/日で開始し,4倍/日まで増量した。

 クロレラの添加はlOO万細胞/〃になるよ

 うに日余1～24まで添加した。餌料はマダ
 イ,イシダイと同様であった。

結果

 今年度は日余16頃から,吻端や尾鰭など

 に細菌塊カ発生し,大量へい死した。この解

 決と産卵促進が今後の課題となった。



 特産高級魚種苗生産試験(ガザミ)一皿

 山口昭宣'神野芳久・山中邦洋

 藤田正夫・西原拓夫

 昭和57年度からガザミの種苗量産技術の

 開発研究を継続実施しているが・前年度に得
 られた親ガこや餌料・水質管理等採苗の基礎

 条件についての知見をもとに生産試験を行い

 14万6干尾の稚ガニを生産した。

方法

 1.親ガニ:島原而地先の底曳網で漁獲され

 た親ガこ(平均全甲幅21.7`吻,平均体重6

 60夕)を5月28日(22尾)・7月1日

 (15尾)購入,屋内3トンのコンクリiト

 水槽2面に収容した。

 2.ふ化:卵が黒色を呈し,ふ化が近いと思

 われる親ガこを1トン水槽(予めワムシ5.O

 OO万個収容)に1尾づつ収容し,止水で通

 気してふ化をまった。

 3.飼育水槽160トン(4.Oxτ5x2.O

 ㎜)の屋内水槽3面。

飼育結果

 60トン槽に(延7回)ふ化幼生を2.1～

 4.8万尾/Mあて収容飼育を開始したが,飼

 育水は幼生収容時に満水量の1/2で,遂特注

 水しながらZ3～Z4までに満水とし,Z4
 期以降1/5～1/2の換水をした。また,飼育

 水中に前年同様ぶどう糖O.59/eと尿素・

 燐酸第1カリ等の微生物フロッグとクロレラ

 (50x104Ce11日/腕4濃度保持)を添加し

 た。

 餌料は,ワムシ(Z1～Z4)1O個/〃

 アルテミヤ(Z3～M)O.1～O.5個/捌4(

 油脂営化をはかるためイカ肝油40耐〆5,OOO

 万個に3～6時間浸漬後投与)アサリ(Z4

 以降)をミキサーで粉砕(Z4期には40目
 サランネットでこして)投与した。60トン

 延7面における各飼育期間申の総投餌量は表
 1のとおりでワムシ3.6～34.6億個,アル

 テミヤ3.7～1O.3億個,アサリ5.9～31.

 8切であった。

 また,水質環境は水温で22.3～29.O℃,

 PH8.15～τ91,NH4-Nで最高4.O

 OOPPbに出荷前に上った水槽もあった。

 表1.水質と給餌状況

 次に飼育の結果は表2のとおりで,ゾエア

 期間中の歩留りが58-1～9.1%で,.メガロ

 ッパと稚ガニの変態期に激減,稚ガニC1～

 C2期で1トン当りの生産90～966尾:

 最終歩留りO.2～4.3%,総生産尾数145,

 411尾であった。

表2.飼育結果 莚容
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 なお,生産された稚ガニは表3のとおり関

 係地先で中間育成後,それぞれ放流された。

表3.配布状況
月日 配布先
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出水市^

野固油^

餉江^

福山}

出水市^

野間池^
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 特産高級魚類種苗生産試験(バイ)一w

 山中邦洋・藤田正夫・山口昭宣

 神野芳久・西原拓夫

 昭和55年度からバイの種苗量産技術の開

 発研究を初め,産卵期'産卵量・フ化および

 育苗上の知見をえ,今年度はこれらの問題慮

 をふまえ,量産化試験を実施した結果を報告

 する。

方法

 1.親貝:6月1日種子島湊地先より296

 個(15切,平均殻長6.4㎝),6月14日

 に宮崎県串間而漁協より195個(9.3切,

 平均殻長6.2cm)合計491個購入し,産地

 別に3t水槽に200径の網イケスを張り,

 砂を薄く敷きつめて飼育した。餌料は新鮮な

 キビナゴを摂餌状況により1日,1009あ

 て各水槽に投餌した。

 採卵,ブ化:採卵は塩ビ透明波板(45×

 60`m)を円筒形にし親貝飼育槽に各3本づ
 つ入れ,1週間置に取り揚げ計数し,フ化槽

 (側面を遮光した500e)にセットし流水

 でフ化,沈着まで飼育した。

 沈着稚貝の飼育,飼育槽はFRP製1.5ト

 ン(パイ飼育用に作成)2面を二重底にし砂
 を4～5c秘敷きつめエアーリフトによる循環

 方式と側面はシャワで,はい上がりを防止し

 た。

結果

 親貝の♀♂の比率は1:8(ボイル法で判

 別)と例年同様旱の占める割合が非常に少な
 く産卵量は種子島産は6月6日～6月28日

 の期間申に178500粒,沈着稚貝で62

 000個(6月24日～6月29日)をNdl

 タンクにセット飼育。串間産は6月16日～

 6月28日の期間申に305,000粒の産卵

 で沈着稚員を36,OOO個セット後,浮泥の

 流入等で砂の目ずまりがひどく,やり換え,

 あらたに沈着稚貝を7月7日～7月12日の

 期間申に58,000個を再収容し飼育を行っ
 た,串間産は浮遊期が長く,また沈着直後の

 へい死もかなり観察された,これらの期間以

 降はほとんど産卵はみられなかった,投餌は

 1日2回,新鮮な小エビを25～609をミ

 ンチにし,さらに60目ネットで漉しあたえ

 た。雨期に入ってからは生海水使用のため浮

 泥の流入による,シャワーおよぴこ重底の砂

 の目ずまり等で1.6～2.8躰掘稚員の大量へい

 死と大量の砂の流入による,二重底構造の破

 壊による稚貝の流失(M工水槽)等で当水槽
 の生産性についての把握はできなかった。今

 後パイ用水槽の機能を充分に発揮活用するに

 は,二重底構造を改善し,浮泥の流入等の少

 ない新井筒揚水の使用か,現井筒の揚水を濾
 過して使用する必腰がある。餌料生物も現在

 のエビ以外の餌料の検討。県内のパイの分布

 状況の把握(遇圭,現在)することにより潜
 在的な資源はあるようだ,親貝購入時期を早
 める等の努力も必要であ孔

第1表  現貝の購入地と産卵童

画子量湊
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 特産高級貝生産試験(ホラガイ)一1V

 藤田正夫・山中邦洋・山口昭宣

 神野芳久・西原拓夫

 サンゴを食害するオニヒトデの天敵である

 ホラガイの産卵生態の調査研究を実施したが,

 現在までにふ化幼生を得るには至らなかった。

方法

1.親貝

 前年度からの繰越貝4個と昭和58年10

 月25日奄美大島から搬入した6個,計10

 個を室内3ドンコンクリート水槽で飼育した

 (雌貝8個,稚貝2個)。

2.餌料

 4月～6月までは冷凍エビを主体に与え,

 以後は小型底曳網等で混獲されるヒトデ類(

 モミジガイ,ヤツデスナヒトデ主体)を摂餌

 の状況にあわせ投餌しむ

3.飼育水

 生海水の流水飼育であるが,低水温期の2

 月下旬からは,換水率を1O回転/日に下げ

 ヒーターにより加温(2～3℃上昇)しむ

結果
1.摂餌

 冷凍エビを与えた場合は,鮮度の良いうち

 は摂餌するがその後はほとんど摂餌しなかっ

 た。

 ヒトデ類の場合は,冷凍したものでも,投

 餌するとすぐに索餌行動を起し,摂餌を行う。
 しかしながら,水温の低下する1月中旬から

 2月中旬(13～14℃台)までは,ほとん

 ど摂餌しなかったが,その後の加温飼育申は

 比較的摂餌をした。

2.産卵生態

 (1j交握
 10月25日に搬入した6個のうち2個

 は殻高18cm台の小型員で搬入した直後か

 ら盛んに大型貝へ密着しているのが見られ

 その時,生殖器の確認がされたことから雄

 員と交尾行動桝u明した。

(2)産卵

 産卵は1O月4日から翌年2月13日ま

 での間にみられ延17回32個の卵のうを

 得た。

 このうち,1O～11月には6回の産卵

 がみられ,うち5回8個の卵のうは比較的

 固いジェリー状のもあに包まれた紡垂型で
 正常と思われ,長さは24.3～28.0例(

 平均26.23ππ〕で壁面に生みつけられむ

 11月26日以降,翌年2月までに産卵

 された卵のうは,いずれも紡垂型でなくジ

 ェリー状のものがなく申の卵粒だけが薄い

 皮膜で覆われたヒモ状のものであった。

 また・その膜は非常に弱く,取揚げると

 やぷれバラバラになるようなもので必ず水

 槽の底だけに生みつけられた。このヒモ状

 の卵のうは,紡垂型の卵のうの後に産卵し

 水温の低い時期ということもあって,紡垂

 型にならない異常な卵のうと考えられる。

 (3)卵のう飼育

 産卵された紡垂型の卵のうは,そのつど

 壁面から剥離し,40eアクリル水槽に移

 し飼育したが,いずれも発生が進む状態は

 観察されず・約20日間で飼育を打切った。

 来年度は交尾期の確認と冬期の加温を実

 施し卵のうの大量確保に期待したい。



指宿内水面分場



節水型養殖試験

 小山鉄雄・福留己樹夫・瀬不実・児島史郎

 下野信一・竹下一正・瀬戸口勇

 地下水の使用量を少なくした節水条件下で

 養殖魚の生産増大を図るための基礎的研究を

 行う。

 方法と材料
 期間は58年8月29日～口角16日ま

 でとし,試験池及び対照池は前年度と同様と

 した・供試魚はニロチカとウナギを用いた。

 ここではニロチカについて報告す孔試験区

 は1日に池水量の30%を注水し,対照区は

 1日200%とした。試験区は平均体重309

 9,'対照区は3149を放養して8週間後に

 は5349と5259となり,飼料効率は,

 89.4%と7τ6%でいずれも試験区が良好

 であった。㎡当りの飼育量は試験区16.8切

 に対し15.9佃で差異はみられなかった。ニ

 ロチカ1切の増肉に要した水量は試験区は2

 〃,対照区は16.7〃となり,およそ8分の

 1の使用量であった。

 水質変化については,表1及び図1,2に

 示したように試験区が注水量の多い対照区よ

 りDO値は高く,NH4-Nは低い値を示し,

 散水ろ床の効果が認められた。池水の汚れは

 注水量の多い対照区でひどく,試験区はそれ

 ほどではなかった。

 表一1水質分析結果(18回検査の平均値)

    試験区(池水〕ヌ循環ろ過水対照区
    水温ro25.O24.926.8

    P・H7.367.637.49

    DO(岬)6.717.726.37

    GOD(岬)8.187.838.57

    NH。一N(叩)O.64O.322.00

    NO里一N(岬)1.521.54O.65

    NO。一N(岬)3.283.021.06

    SS(榊)7.905.2623.1O
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 新魚種(オスフロネムス)飼育試験一1

 小山鉄雄'福留己樹夫・瀬不実・児島史郎
 下野信一・竹下一正・瀬戸口勇

Osphronemusgoramyオスブロネムス
 ・グーラミイはインド,タイ等に棲息する非

 常に美味な大型食用魚であ乱本種の自然繁

 殖を目的として飼育を行い,産卵習性及び囎

 化稚魚について多少の知見を得たので概要を

 報告する。

 方法と材料
 親魚:昭和56年に導入した親魚10尾と

 同年に入れた稚魚から養成した2年魚32尾

 を用いた。

 産卵池:当分場の12号池(158m9楕円

 水路式)で,池底の一部にガマが自生してお

 り,水深はO.8mで底は砂泥である。

 囎化池及ぴ稚魚油:ビニールハウス内の4.

 5㎡のコンクリート池を使用した。

 結果と考察

 産卵:本種は植物の葉等を利用して浮巣を

 作り,その中に卵を産んで保育することが知

 られている。親魚は6月に放養したが,巣の

 確認ができないまま,9月上旬に稚魚が確認

 できた。その後は営巣行動もlO～12月に

 3～4回みられたが,1O月20日と12月

 9日の2回については,巣の取上げを行って,

 卵をとり出して囎化させ飼育した。
 巣の構造:営巣は親魚が対で行うようで,

 自生しているガマの茎部に枯葉等を巻きつけ

 て固定する。水面下30cm位の所で大きさは
 一定していないが径40～60cm位でナベを

 伏せたような形状をしている。

 保育:卵は洋性卵でそのままでは水面に浮
 遊するため,水面下の厚い植物で覆われた巣

 の申に産出される。雑魚が害敵から卵と仔魚
 を守るためと常に新鮮な水を供給するために

 巣の下について保育す乱

 卵:卵径は2.5x2,7秘橦黄色で大きな
 油球がある。肉眼で発眼は見えない。抱卵数
 についてははっきりしないが,lO月には約

 3,200粒12月には3・760粒の螂ヒ直前の卵

 を巣から得た。産卵から艀化までの日数はは

 っきりしないが・26～28℃で3～4日位

 と思われる。鰍ヒ率は70～80%であった

 が,これは巣から取り出したためと思われる。

 卵及び艀北後2日位は水面下に浮いており,
 その後3日位は水面下で蝟集し,摂餌するよ

 うになる。

 稚魚飼育:囎化直後の仔魚は全長7m召で,
 コイ稚魚より大きい。初期にはアルテミアを

 与え,アユ稚魚用及ぴコイ稚魚用飼料に移行

 したが問題はなく,配合飼料での餌付けも充

 分可能と思われる。稚魚期の成長例を図1に

 示したが,ティラピアにくらべて稚魚期の成
 長が遅いようである。

 今後,食用魚生産を目標とした安定的種苗

 生産法の確立,適正な飼料開発,更に生理生

 態についても検討を行いたい。

図1平均体長,体重変化



 新魚種(ペヘレイ)飼育試験

 小山鉄雄・瀬戸口勇・竹下'正

 ペヘレイ(Odonthestisbon肛iensis)は,

 南米アルゼンチン産の淡水及び汽水域に生息

 する魚でトウゴロウイワシ科に属する大変美

 味な魚である。我国へは昭和41年に神奈川県

 に発眼卵が輸入され徐々に飼育が広まりつつ

 ある。しかしながら採苗技術,飼育技術など

 問題点も多く一般に普及する段階には至って

 いない,当分場では昭和58年6月7日に宮崎

 県水産試験場小林分場より発眼卵を導入し,

 再生産への足がかりとして試験飼育を試みた。

経過

 卵は小林分場で5月28日に産卵し,発眼し

 たものを魚巣に付着した状態でポリ袋に酸素

 詰めして運んだ。輸送申に艀化がはじまり翌

 日は囎化完了した。推定艀化尾数は5,OO(尾位

 で4.5"のコンクリート池と1,OOO～の円型水

 槽に分けて収容した。池は24℃の温水を注入

 し,水槽は止水としてエアレーションを行った。

 餌付け餌料

 艀北後2日目から摂餌行動がみられたため

 餌付けを行った。

 ワムシ:シオミスツボワムを4日間,冷凍

 ワムシを13日目から24日目まで与えた。

 ミジンコ:1O日間充分な量を与え,その後

 は40日目まで毎日補足的に少量与えた。

 図1ペヘレイ成長変化

 配合飼料:27日目までウナギシラス用粉末

 28日目から35日目までシラス用とコイ稚魚用

 クランブルを混合して与え,36日以降はシラ

 ス用をやめてアユ稚魚用飼料に替えれその

 後成長に従い,コイ用飼料とティラピア用浮

 餌を用いた。

 一方初期餌料としてワムシとミジンコにつ

 いて,小型水槽にlOO尾ずつ入れて1O日間充

 分与えて比較した結果,ワムシ区の成長がミ

 ジンコ区に対してかなり劣った。

疾病

 飼付け1ケ月後に水面をフラついて泳ぐも

 のが数尾認められたため,検鏡したところ体

 表とエラに鞭毛虫を認めた。村々リン35ppm
 で6時間浴で駆除できた。その後寄生虫及ぴ

 細菌性の疾病は発生しなかった。また同時期

 に変形魚の発生が目立ちはじめ,6ケ月後の

 池替え時には重症変形魚が約10%で,更に高

 い率で頭部変形〔エラぶた開き,口曲り)が
 認められ,コイの頭部変形(キャブオール)に

 類似してい乱発生原因については不明であ

 るが,初期餌料について検討する必要がある。

成長

 ペヘレイは他の養殖魚種に比して成長は遅

 いようで図工に体長変化を示レた。本年度は

 飼育数が少なく,変形魚の多発等で成長も悪

 く,およそ1Oケ月で30～409の成長であった。

 棲息水温は5～29℃と報告されているが,29

 ℃以上は危険水温のようで,水槽飼育(止水)

 中29～30℃が3日間続いたとき飼育中の稚魚
 が全急死亡した。

 今後,種苗の量産化を図り,養殖用や湖沼

 への放流魚として普及したい。



 ホティァォイ飼料によるティラピア
飼育試験

 小山鉄雄・瀬下

福留己樹夫

 実・児島史郎

 水草ホテイアオイの飼料化が県立加世田農

 業高等学校で進められており,これをティラ

 ピア'ニロチカを用いて養魚飼料としての可

 能性を検討した。

 方法と材料

 (1j期間昭和58年10月17日～12月12日

 (2)試験池3㎜x1.5㎜xO.5㎜のビニ

 ールハウス内のコンクリート池で流水(

 6e/min,24～28℃)とした。

 (3)試験飼料と区分,試験飼料は,ホテイ

 アオイ単体ペレット及びホテイアオイ

 62.5%,白魚粉27.5%,てん粉10%混

 合ペレットで対照として市販のコイ用配

 合飼料を用いた。試験区分は1区対照区

 2区ホテイペット単体,3区ホテイ魚粉

 混合,4区はホテイ魚粉にフィードオイ

 ル7%添加とした。

 結果及び考察

 期間申の測定は2週目毎に全尾数を取上げ

 計量した。摂飼は1,4,3,2区の順で2

 区は特に嗜好性に問題があり,物性的にも非

図1平均体重変化

 常に硬く,完全吸水に20～30分を要し,吸水

 後は急にふやけて崩壊する。成長は2区のホ

 テイ単体がマイナス成長を示した。これは飼

 料中の蛋白質含量,物性及び嗜好性にも原因

 があったと思われる。また3区は日間成長率

 飼料効率とも対照区に対しておよそ半分の値
 であったが,フィードオイルを外割7%添加

 した4区では成長率,飼料効率とも向上した

 もののオイル添加効果の通常の値であった。

 以上のことからホテイ草を養魚飼料として

 利用することは,たん白要求量が高い魚類で

 は単体での飼料化は無理である。しかし植食

 性の強い魚として知られる草魚,テラピア・

 シリー,オスブロネムス・グーラミイ等では

 異なる結果が得られるかもしれない。

 表1、試験飼料の成分値

 ホテイアオイ単ペレット

 1ホテイり誼粉握含ペレ,ト

 市販]イ用ペレット

水分協1  粗たん白質腸 岨脂嚇勉 樹灰分協1

表2.飼育成績
     工234

     放養量細(尾数)20(6020(6020(6020〔60)

     取上量佃(〃〕26(雷1τ5(592里.45(OO2畠.4(60〕

     補正増重量佃6.7一2.22.453.4

     取上時平均体重ψ448.3型6.6374.2390.O

     給餌量的I4.駆13.25工。.361O.宮6

     日間給餌率%1.昌81.跳1.061.04

     ・汝長率%0.54一〇.22O.21o.29

     飼料効率%46.o一鴉.632.8



 ホテイアオイ飼料によるリンゴ貝
飼育試験

 小山鉄雄・竹下一正

 リンゴガイは巻貝の一種で,昭和56年頃

 南米,アフリカ産のものが台湾を経由して輸

 入されたようで,繁殖力旺盛で野菜くずでも

 育つことからi時的に飼育ブームを呼んだ。

 この食性からみてホテイアオイを原料とし

 たペレット飼料(鹿児島県立川肚田農業高等

 学校〕が利用できるかについて検討した。

 方法と材料

 昭和58年10月21日から5週間,平均個体重

 10.59.のリンゴ員〔種未同定)を70e客の塩

 ビ水槽(底砂)に1OO個入れが24℃の流水飼

 育とした。試験区分は1区ホテイ単体ペレッ

 ト2区ホテイ魚粉混合ペレット,3区市販コ

 イ用ペレット,4区生野菜とした。給餌は休

 日を除いて午前,午後の2回飽食量を与えた。

 結果及び考察

 各区の成長について,平均個体重変化を図

 1に示した。1区のホテイアオイペレットで

 は成長が悪く,2区の魚粉混合ではコイ用飼

 料に近い成長を示した。4区の生野菜区には

 ダイコン,キャベツ,ウリ葉を与えたが順調

図1平均個体重変化

 な成長を示レた。

 摂飼状況は,全体によくなく残飼が多くホ

 テイ区は投入後10分位で吸水し,ふやけて浮

 泥状になり,繊維も残り物性的に問題がある。

 期間申の生残率は表1に示したように53～

 64%で難死率が高かった。産卵数は表2のと

 おりで,成長の良い3区は1区の4倍の産卵

 がみられた。3週目から産昴薮か減り,難死
 数も全体に増えているのは,原因ははっきり

 しなかったが疾病によるものと思われる。

 雑食性で檀食性があるリンゴ員でもホティ

 革ペレットは効果がなかったが,飼料原料素
 材としては検討の余地があろう。

 なお使用した飼料の組成及ぴ成分値は,テ

 ィラピア試験に用いたものと同じであ孔

 表1.鑑死数と生存率

     .肺テイペレヲト.{土テイ・魚粉〕≡.〔コイ用ペレ,ト.(生野黎〕

     個

     -里目一E7直1目51079-o日目51目107里7101=Io
     趾目τ414730

     生理事○目%50536一

 表2.産卵数と産卵率

     1.伸テイペレ,ト〕2.{ホテイ漁粉ぺ吻Hl目.{コイ用ペレ^〕'.{生野燕〕

     1]垣(H.o〕一里{1里.雷〕星5(里乱8〕9t日.2〕

     里3`目.2〕15{1■2〕9206.'〕2“2孔望〕

     3“'.田〕1“2皿5〕23{品"〕目{日.畠〕

     {o目{ll.日〕llU昌.唱〕畠い1.一〕

     5“1.o〕里(呈.一〕6Ul.ヨ〕“10一目〕

     計2岳E雪雪〒5〒



 養殖ウナギにおける塩酸オキシテトラ
 サイクリンの吸収排泄試験

 小山鉄雄・福留已樹夫・下野信一

 塩酸オヰシテトラサイクリン製剤(以下O

 TCと略称)の新規製剤について,既承認製

 剤に対する生物学的同等性を調べる目的で,

 養殖ウナギに経口投与し,その血中濃度のパ

 ターンを指標として製剤問の差異を比較検討
 した。

 方法と材料
 1.試験期間昭和58年8月6日～1O月15日

2.供試検体

 (1廠験薬剤,水産用OTC製剤「コーキン

 化学㈱,住友化学㈱,三共㈱,OTC1OO

 "(力価)/9含有」

 (2)陽性対照薬剤,水産用テラマイシン散

 「台糖ファイザー㈱,OTC1OO榊(力価)

 /8含有」

 (3)飼育条件,4.5〃コンクリート水槽に24
 ℃～25℃の温水を6e/minとした。

 (4)供試魚,平均体重1509前後のウナギで

 抗菌性物質を含まない市販飼料により,

 1O日間の予備飼育を行った。

 (5)検体投与及ぴ採材,OTC投薬量は体重

 当り150"(力価)パgを市販配合飼料と

 混合して1回投与し,自由摂飼させた。

 投薬終了後1,3,6,9,12時間及ぴ1,2,3.4,

 6,8,五〇,21日目に各群より5尾ずつ取りあ

 げ麻酔後に尾柄部を切断して採血しれ

 血液は2,O00rpmで1O分間遠心分離後に
 血漿として凍結保存した。

 (6)分析,試料の分析及び測定値の統計処理

 は,(財)日本食品分析センターが行った。

結果

 水産用テラマイシン散及びOTC製剤〔3
 剤)を養殖ウナギに投与した後・経時的に採

 取した魚体刑血中のOTC濃度の分析結果の

 一例を図1'乙示した。この結果から両製剤と
 も投薬後9時間で最高血中濃度に達し,21日

 後には検出限界以下となり,ほとんど局し傾

 向で推移することが確認された。

 最高血中濃度時並びに各測定時における製

 剤間のt検定を行ったが,すべての時点で有

 意水準5%で有意差は認められなかった。ま

 た分散分析を行ったが有意水準5%で両製剤

 間に有意差は認められなかった。

 以上の結果より水産用テラマイシン散と新
 規0TC製剤の生物学的局等性を養殖ウナギ

 の血中における動態から検討を行い陽性対照
 薬剤との間には差がないと推察された。

 図1.ウナギ血漿申オキシテトラサイクリン
 '濃度の推移
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 ウナギハラコロ病に対するオキソリン酸
 製剤の投薬効果について

 小山鉄雄・福留己樹夫

 ウナギのパラコロ病に対するオキソリン酸
 製剤(水産用バラザン)の有効性について野
 外池での試験を行ったので概要を報告する。

 方法と材料
 場所指宿市宮ケ浜〔不養魚場)

 日時昭和58年12月15日～31日

 飼育池コンクリート132㎡2面(1号,
 2号)水温19～22℃流水池

 供試魚ニホンウナギ

 I号池684切〔3,760尾)平均1829

2号池328切(2,164尾)平均1519

経過

 丁養魚場のI号及び2号池で11月中旬より
 散発的な鍵死を伴う病気が発生した。12月12
 日,14日に艶死魚を検査し,Edw肛ds1e11a
 t趾daが純粋に分離できた。なおE.t肛da

 の同定はコロニーの形態,発育状況及ぴE.
 t肛daの家兎免疫血清(宮崎大)との反応によった。

 以上の結果に基づきパラコロ病の発生が確
 認できたため,水産用バラザンを魚体重1初
 当りO.49(オキソリン酸として20〃)飼料
 中に混合して5日間投薬した。

 分離菌の感受性ディスクによる試験結果は

 表1に示した。

 結果及ぴ考察

 投薬前と投薬後の難死数変化については図
 1,図2に示したとおりで,投薬終了後難死
 数は減少した。
 オキソリン酸製剤は分離菌(瓦・t㎜da)の

 感受性ディスクによる試験結果及ぴ投薬後の
 鑑死数の減少からみて,ウナギのパラコロ病
 に対して治療効果が認められた。

 表1.分離したE.taエdaの薬剤感受性

      KE舶君4KE舶3K皿8島3K醜蝸K珊舶9

      オキソール酸〔田辺〕
      lo山ψdi目k十十十十十

      〃

      2凹呂/d誠糾十十什十

      〃

      0.5・〆'i日k十十十・H+十←1

      ナリリクス酸糾片十半十

      塩酸オキシテトラ一■■一一
      サイクリン

      刃レヲフ手ノメ時シン■一■'■

      フラゾリドン十什十ト井科

      ピロミド酸
      1O・〆di日k十十十十十

 図1号池の艶死魚数変化  図22号池の難死魚数変化



昭和58年度池田湖観測調査

 福留己樹夫・児島史郎・前田豊
(鹿大水産)

日的

 池田溺における水質及びプランクトンの変

 化を把握する為に定期的な観測調査を実施し
 た。

調査方法

1.調査時期

昭和58年4,6,8,9,11月

昭和59年3月計6回

2.調査定点

 小浜,湖心部,尾下の3点

3.採水層

 O,5,1O,別,30,50,1OO,150,200m層

4.調査項目

 水温,透明度,溶存酸素,PH,COD,N02

-N,N03rN,P04-P,クロロフィノレa,

 動植物プランクトン

 5.プランクトン採集方法

 北原式定量プランクトンネット(口径24m

 xx13)を用いた。湖心部と尾下では5㎜～

 O㎜,30㎜～O㎜の垂直曳を,小浜では水深20

 mと浅いため5㎜～O㎜の垂直曳のみ行なった。

調査結果

 4月には尾下付近にPeridiniumbi脾日に
 よる赤潮が発生し透明度も3.8㎜に低下した

 が,昭和57年度の様に湖の全域には広がらな

 かった。CODは4月に尾下で3.2ppmを記
 録したが,それ以降は全て環境基準値の3ppm
 以下であった。表2及び表3に池田湖におけ

 るプランクトン優占種の年変化を示した。赤

 潮発生時におけるP.biposは2,520個体ん
 h㎜1であり全プランクトンの53.6%を占め

ていれ.
 表1.池田湖における透明度の年変化
月日

 足、、、

小浜

湖心部

尾下

平均

S58S59

427627920エ1293J3

5.24.05.04.88.5

5.84.87.05.59.0

3・84.76.55.08.5

4.94.56.25.18.7

平均

5.5

6.4

5.7

59

 表一2動物プランクトンの月別優占順位

月日
順位

 Po工jdj掘j聞皿5p.

 P目止jdjnj凹皿sp.

 〔oP叩。山do[d同日叩1iu;

 Cop叩。didand帖叩1iu;

 肋珊i掘。距ムd日^田5-

 CoPoPodid8nd“日岬1i山5

 〃日soo"oユ。'5』白山。^ort一
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 昭和58年度内水面養殖魚類の急病診断調査

 福留己樹夫・小山鉄雄

目的

 前年度に引続き・内水面養殖魚類の急病診

 断調査を行ない,急病発生状況の把握と養殖

 業者の指導を実施した。

診断件数

 ウナギ53件,テラピア53件,コイ9件,こ

 ジマス2件,スッポン2件の計119件であった。

診断結果
1.ウナギ

 11jパラコロ病

 53件中13件で最も多く診断した。検体より

 分離した睨W肌dSie1htarda株の薬剤感受

 性試験によると合成抗菌剤耐性株が増加する

 傾向にある。

(2)寄生虫症

 トリゴジナやグロサテラ等の繊毛虫が体表

 や鯛に寄生することが多く,細菌感染症との

 合併症の場合に被害が大きかった。

 (3)新しい鯛病

 昭和57年以降県内各地の養鰻場で一種の鯛

 病と思われる疾病が発生している。重症魚で

 は鯛くされ様となり,鯛から原因菌が純粋に

 分離された。原因菌の形態は連鎖状をした桿

 菌でカラムを形成しているのが特徴である。

 グラム陰性,カタラーゼ・弁トグロ'ム両反

 応陽性等の性状を有するが詳細については検

 討申である。発育温度域上限が36℃前後にあ

 り,治療対策として飼育水温を上げる方法は

 不適と思われる。又,食塩濃度3%でも発育

 可能であり食塩浴も同様に効果が期待出来な

 い。

2.テラピア

 (ユ,連鎖球菌症

 53件申16件であった。本症はテラピア養殖

 場において最も被害の大きい疾病であり・発

 生の時期は周年である。罹病サイズは509以

 上で特に出荷サイズの魚に発生した場合に被

 害額が大きい。対策として抗菌剤を投与すれ

 ば一時的に終息するが再発生する例が多い為

 に,海産魚の連鎖球菌症と同様10日以上の餌

 止めが一般に行なわれている。

 (2)エロモナス感染症

 53件申10件と2番目に多かった。特に稚魚

 期に発生する疾病であり,1ケ月前後難死が

 続き自然に終息する。抗菌剤による治療も可
 能であるが投薬する例は少ない。

(3)原因不明病

 昭和57年5月に発生した本症が本年度は高

 尾野町,山川町,吉松町,串良町,指宿而で

 9件発生した。いずれも今まで発生のなかっ

 た養殖場であり,昭和59年1月までに県内の

 主なテラピア養殖場は全て被害を受けた。

 (4〕筋肉内灰黒焼症状(仮称)

 53件申4件山川町と指宿而で発生した。症

 状は尾部筋肉申に直径数`mの赤褐色～灰黒色

 をした病変が出来ることや筋肉全体に数卿の

 点状物が散在することを特徴とする。体表に

 凹凸がなく外見上は健康魚と区別のつかない

 罹病魚も多く,解体の際に問題となった。病

 魚から細菌,寄生虫は検出されず今のところ

 原因不明である。

3.コイ

 (11テロハネルス症.

 指宿而で6月下旬に発生し高水温期に艶死

 魚が多かったが,9月上旬に終息した。本症

 による被害は飼育水温が影響すると思われる。



薬剤防除安全確認調査

 福留己樹夫・新谷寛治・児島史郎
 (本場・化学部)

目的

 松くい虫を駆除しそのまん延を防止するた

 め,航空機を利用した薬剤防除の実施に伴う

 水生動植物類の自然環境及び生活環境に及ぼ

 す影響について,林務部の依頼により昭和57

 年度に引続いて実施した。

調査要領

 空中散布地域と無散布地域のそれぞれに調

 査区を設定し,薬剤防除の影響について経時

 的に追跡調査した。薬剤〔M珂P乳剤80%)

 は14日間の間を置いて2回散布された。

調査方法
 (1〕魚類

 各区3種類をビクに収容し,遊泳異常,

 形態異常及ひへい死の有無について調査し

 た。1魚体以上を選び薬剤分析を行なった。
(2)水生昆虫類

 サーバーネットにより捕獲し,種類別の

 生息数を調査した。

(3)ミジンコ

 プランクトンネットを用い,ミジンコの

 種類変化を調べた。

(4)水生植物

 川コケを採取し,葉緑素の変化を調べた。

調査時期

 (1j魚類

 1,2回ともに散布前,散布直後,散布
 翌日,散布2日目,5日目の計10回

 (2)水生昆虫類,ミジンコ,水生植物

 1,2回ともに散布前,散布後2日目の

 4回と2回目散布後30日目の計5回

調査結果

 1.調査区と散布日時

(11調査区

散布区垂水市牛根中道3353

無散布区福山町福地東村2415

(2)散布日時

1回目昭和58年6月6日

2回目昭和58年6月22日

2.水生動植物

(11魚類

 両調査区にそれぞれコイ,ウナギ,スジ

 エビを蓄養し観察した。1回目散布後1日

 目に散布区のスジエビ3尾に異常が認めら

 れ内1尾がべい死した。コイ及びウナギの

 魚体中スミチオン残留濃度は1回目O.O08

 ppm,2回目O.O06ppmであった。
(2)水生昆虫類

 本年度は調査期間中の降雨量が多く増水

 していた為に薬剤散布による変化は確認で

 きなかったが,30日後には散布以前のレベ

 ルに個体数が回復していれ

(3)ミジンコ

 北原式プランクトンネットを用いて,川

 の水50eをろ過して調べたが,ミジンコは

 観察できなかった。

(4)水生植物

 両地点で,川底の小石に付着する川コケ

 を延べ75c搦について採取し,その葉緑素量

 を測定した。薬剤散布による変化は確認で

 きなかった。又,肉眼観察によっても変化

 は認められなかった。


